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元号の表記について 
 元号については、平成 31年（2019年）5月 1日に
平成から令和に改元されました。計画策定時点では、

「平成」であったことから本計画では、一部「平成」

を用いています。 
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第1章 計画策定概要 
 計画の背景・目的 

白井市の公共交通は、鉄道として北総線が市内を東西方向に運行しており、民間事業者によ

る路線バスやタクシー、行政によるコミュニティバス「ナッシー号」が運行し、都心などへの通

勤・通学、市内や隣接市への買物や通院の足として、それぞれが市民にとって欠かせない移動

手段となっています。 
一方で、公共交通をとりまく環境は厳しさを増してきており、自家用車の普及や人口減少、

少子高齢化の進展などにより利用者が減少し、サービスの縮小や低下が懸念され、公共交通の

維持・確保が大きな課題となっています。 
白井市においても、千葉ニュータウン区域では同世代が一斉に入居したことから、今後、高

齢化が急速に進展することが見込まれるほか、交通空白地域が点在することや隣接市に商業施

設が集中するなどの地理的条件から自家用車に依存した生活が市民に定着している側面もあり、

公共交通の利用者の減少がますます懸念されます。 
また、コミュニティバスは、高齢者等の交通弱者の移動手段の確保、交通空白地域等の解消、

公共施設の利用促進を目的として市内全域をカバーするよう運行し、一定の利用者を確保して

いますが、網羅性を重視してきた結果、１ルート当たりの所要時間が長く、速達性に欠け、運行

頻度が低いなど利便性が十分ではない状況がみられます。さらに、路線バスのルートと重複す

る区間があり、市内全体の公共交通ネットワークとして効率性の課題があったため、令和３年

（2021年）８月にルート及びダイヤの改正を行いました。 
このような中、白井市第５次総合計画では、重点的な取り組みの１つに「拠点がつながるま

ちづくり」を掲げ、白井駅周辺の中心都市拠点、西白井駅周辺の生活拠点を中心として、各地域

の大小さまざまな拠点を公共交通で結び、拠点間の移動の利便性を高めるなど、高齢化社会の

中にあっても、まち全体の活性化を図り、持続可能なまちづくりを実現しようとしています。 
こうした状況を踏まえ、限りある交通資源の効率化を図り、関係者との役割分担と協力のも

と、まちづくりと一体となった持続可能な公共交通ネットワークを形成するとともに、地域公

共交通の活性化を推進するため、平成 30年（2018年）3月に計画期間を令和４年度（2022年
度）までとする本計画を策定しました。 
しかしながら、平成 31 年度（2019 年度）からの新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影

響で公共交通の利用者が減少しており交通需要の分析や予測を行うことが厳しい状況であるこ

とから本計画の計画期間について、上位計画となる白井市第５次総合計画後期基本計画期間の

終期と合わせて令和７年度（2025年度）まで延長し、計画期間内に優先して取り組む事業や新
たな課題を踏まえて取り組むべき事業を関係者と協議を重ね、実施可能なものから順次取り組

んでいくこととします。 
 
 
 
 
 
 



 

‐2‐ 

 
 
 
 
※SDGs との関係性 
SDGsとは、2015年 9月の国連サミットにおいて全会一致で採択された国際社会の共通目標

であり、日本を含む 193カ国の合意により採択された国際社会全体の共通目標です。持続可能
で多様性と包摂性のある社会の実現に向けて、2030 年を年限とする 17 の目標(ゴール)と 169
のターゲットから構成されています。本市においても、SDGs の目標達成につなげることを踏
まえ各種の事業に取り組んでいます。 

 

 
2019年 12月に国が策定した SDGsアクションプラン 2020では、公共交通の分野において
も、政府の進める具体的な取り組みの１つとして、「新たなモビリティサービスであるMaaS
（注 1）の全国への普及を図り、地域や観光地の移動手段の確保・充実や公共交通機関の維
持・活性化等を進める。」と掲げています。 
（注 1）MaaS（マース：Mobility as a Service）とは、地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応

して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービスであり、

観光や医療等の目的地における交通以外のサービス等との連携により、移動の利便性向上や地域の課題解決にも資する重要

な手段となるものです。 

  



 

‐3‐ 

 計画の区域・期間 

(１) 計画の区域 

本計画の区域は、白井市全域とします。 

(２) 計画の期間 

本計画の期間は、平成 30年度（2018年度）から令和 7年度（2025年度）までの 8年間とし
ます。 
※計画策定時の計画期間は、令和４年度（2022年度）までの 5年間でしたが３年間延長します。 

 

 計画の位置づけ 

(１) 計画の位置づけ 

本計画は、白井市の最上位計画である「白井市第５次総合計画」及び都市・交通分野の基幹計

画である「白井市都市マスタープラン」に基づくものであり、白井市の公共交通に関する方針

を明らかにし、将来に渡り持続可能な公共交通ネットワークを形成するための方向性を示すも

のとして位置づけるものです。 
また、本計画は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」第５条に基づく法定計画と

なっています。 
◆本計画の位置づけ 

 
 

 
 
 
 
 
≪根拠法令≫ 
 
 
 
 
※令和２年１１月に法律の一部改正が行われ「地域公共交通網形成計画」は、「地域公共交通計画」と名称が変更

され、次の様に地方公共団体による計画の策定について努力義務化されました。 

 

 

 

 

 

白井市第５次総合計画 

都市・交通分野 基幹計画 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律  
（地域公共交通網形成計画） 
第五条  地方公共団体は、基本方針に基づき、国土交通省令で定めるところにより、市町村にあっては単独で又は共同して、都道府

県にあっては当該都道府県の区域内の市町村と共同して、当該市町村の区域内について、持続可能な地域公共交通網の形

成に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進するための計画を作成することができる。 

白井市地域公共交通網形成計画 

白井市都市マスタープラン 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 （令和２年 11月一部改正） 
（地域公共交通計画） 
第五条  地方公共団体は、基本方針に基づき、国土交通省令で定めるところにより、市町村にあっては単独で又は共同して、都道

府県にあっては当該都道府県の区域内の市町村と共同して、当該市町村の区域内について、地域旅客運送サービスの持続

可能な提供の確保に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進するための計画（以下「地域公共交通計画」という。）を

作成するよう努めなければならない。 
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(２) 上位計画との関連性（総合計画、都市マスタープラン） 

① 白井市第 5次総合計画 
≪基本構想≫ 

≪期 間≫ 平成 28年度（2016年度）～令和７年度（2025年度） 

≪基 本 理 念≫ 「安心」、「健康」、「快適」 

≪将 来 像≫ 「ときめきと みどりあふれる 快活都市」 

≪目 標 人 口≫ 65,500人（令和７年（2025年）） 

 

◆将来都市構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 白井市都市マスタープラン  

※都市マスタープラン（平成 28年（2016年）3月策定）

≪前期基本計画（平成28年度（2016年度）～令和2年度（2020年度）≫
≪交通関連戦略≫
【重点戦略3　拠点創造プロジェクト】
　　　戦略3-3　拠点がつながるまちづくり
　　　　　　　　　　　『利便性の良い交通ネットワークの確保』
≪後期基本計画（令和3年度（2021年度）～令和7年度（2025年度）≫
≪交通関連戦略≫
【重点戦略3　拠点創造プロジェクト】
　　　戦略3-3　拠点を結ぶまちづくり
　　　　　　　　　　　『利便性の良い公共交通ネットワークの確保』
※令和3年度（2021年度）から後期基本計画へ移行しています。

≪目 標 年 次≫ 令和１7年度（2035年度） 

≪交通関連戦略≫ 

【都市づくりの戦略プラン３ 拠点がつながる都市づくり】 

拠点・交流の場のネットワーク 

『公共交通について利便性向上の促進』 

【分野別基本方針】 

 5-2-1 交通体系の整備方針 

『2 市民が移動する際の利便性の向上と公共交通網の充実』 

緑住ゾーン 緑農ゾーン 市街地ゾーン
（住居系）

市街地ゾーン
（産業系）

広域幹線軸 地域軸 中心都市拠点 生活拠点

幹線・主要道路 計画道路

凡 例

構想道路 計画道路
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市の現状と課題 
 市の現状 

(１) 人口動態と将来人口予測 

白井市の人口は平成 32年（2020年）の 65,500人をピークに、将来的には減少する見込み
です。また、高齢化率は増加を続けており、平成 27年（2015年）時点で 22.9％、令和１7年
（2035年）には 30％を超えることが予測されています。 

   ※計画策定後の状況は、平成 29 年（2017 年）の 63,772 人をピークに緩やかな人口減少が始まり、令和

3年度（2021年度）末では、62,745人で高齢化率は、27.7％となっています。 

 ◆白井市の人口推移（実績・推計値）※平成30年（2018年）計画策定時

 
出典：H2～H22 は国勢調査、H27～は白井市総合計画における推計値 

◆地区別人口及び将来都市構造のゾーニング※平成30年（2018年）計画策定時 

 

第１地区（白井第一小学校区）
人口規模：5,000人
人口密度：582人/km2

高齢化率：28%
主な将来都市構造ゾーニング：
・中心都市拠点
・緑農ゾーン
・緑住ゾーン
・市街地ゾーン（住居系）

第２地区（白井第二小学校区）
人口規模：3,500人
人口密度：303人/km2

高齢化率：31%
主な将来都市構造ゾーニング：
・緑農ゾーン
・緑住ゾーン
・市街地ゾーン（産業系）

第６地区（桜台小学校区）
人口規模：7,200人
人口密度：1,347人/km2

高齢化率：15%
主な将来都市構造ゾーニング：
・市街地ゾーン（住居系）
・緑農ゾーン

第４地区

第６地区

第２地区

第３地区

第５地区

第１地区

市全体（H27推計値）
人口規模： 62,900人
人口密度： 1,774 人/km2

高齢化率： 23%

第2-1地区

第2-2地区

第1-1地区

第1-2地区

第５地区（南山、池の上小学校区）
人口規模：14,600人
人口密度：4,032人/km2

高齢化率：26%
地区特性：ニュータウン地区
主な将来都市構造ゾーニング：
・中心都市拠点
・緑住ゾーン
・市街地ゾーン（住居系）

第４地区
（大山口、清水口、七次台小学校区）
人口規模：23,000人
人口密度：5,637人/km2

高齢化率：21%
主な将来都市構造ゾーニング：
・生活拠点
・緑住ゾーン
・市街地ゾーン（住居系）

第３地区（白井第三小学校区）
人口規模：９,600人
人口密度：4,210人/km2

高齢化率：22%
主な将来都市構造ゾーニング：
・緑住ゾーン
・市街地ゾーン（住居系）



 

‐6‐ 

(２) 公共交通（鉄道・バス）の運行状況 

市内の公共交通として、鉄道は北総線が東西に運行しており、路線バスは民間事業者 3社
が主に隣接市と市内を結ぶ幹線道路を運行しています。また、路線バスの他にコミュニティ

バスが 4路線運行しています。一方で、路線バスとコミュニティバスの重複があり、役割分
担が明確となっていないため、路線やダイヤが分かりにくく、また、利用しにくい状況とな

っています。 
なお、鉄道及びバスの公共交通による人口カバー率は 9割弱となっています。 
運行サービスをみると、日中の１時間当たりの運行本数は、鉄道が 3本、バスは 1～2本

程度と低い状況にあります。 
 
◆鉄道・バスの人口カバーエリアと人口カバー率※平成30年（2018年）計画策定時 

 
 
 
 
 
※令和３年（2021年）８月のコミュニティバスのルート・ダイヤ改正により、令和３年度末の
人口カバー率は、95.5％となっています。 
 
 
 
  

※ 人口カバー率算出方法  
（a）公共交通によるカバーエリアを駅半径 500ｍ圏域、バス停半径 300m圏域内として仮定 
（b）上図 100ｍメッシュデータ（H27.3 末時点）に基づきカバーエリア内の人口を算出 
（c）人口の総数はH27年推計値を用いる⇒（b）／（c）をカバー率とする 

人口総数
(H27推計値)

100ｍメッシュより
算出（H27.3）

人口カバー率（%）

62,900 55,972 89.0%
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(３) 移動実態調査における市民の外出特性※平成30年（2018年）計画策定時調査 

① 外出先と交通手段 
市民の外出先について地区別にみると、白井第一小学校区東側と白井第二小学校区西側で

は市内での移動が半数以上を占めますが、その他の地区では市外への移動が多く、印西市に

隣接する桜台小学校区では 7割が市外への移動となっています。市外への外出先を見ると、
白井駅や西白井駅に近い地区では東京都が多くなっており、その他の地区では、それぞれが

隣接する印西市、鎌ケ谷市、柏市が多い傾向にあります。 
交通手段を見ると、各地区ともに自動車の利用が最も多い状況となっています。駅が近い

地区では鉄道の利用が自動車に次いでおり、駅から遠い白井第二小学校区では、バスの利用

が自動車に次いでいます。 

② 公共交通を利用する／しない理由 
公共交通を利用する理由を交通手段別にみると、鉄道では、時間が正確で早いという理由

が最も多く、次いで自宅や目的地が駅に近いことが挙げられています。バスでは、自宅や目

的地がバス停に近いことや他に交通手段がないといった理由が多く挙げられています。 
一方、利用しない理由では、鉄道・バスよりも自家用車等での移動の方が便利という意見

が最も多くなっており、自家用車への依存が高いことがうかがえます。また、鉄道では利用

する用事がないことや運賃が高いこと、バスでは運行本数が少ないことも理由として多く挙

げられています。 

(４) 移動実態調査における移動の満足度、移動への不安、今後の公共交通のあり方 

① 移動の満足度や移動への不安 
通勤・通学、買い物、通院時の満足度、総合的な生活の満足度については、全体的に不満

足の割合が高い傾向にあり、特に白井第二小学校区で不満足の回答が多くなっています。 
移動への不安については、市全体では、現在は一人でできるという人が多いものの、将来

的には不安に感じている人が多く、特に 50歳を境に年齢が上がるにつれて不安感が増す傾向
にあります。 

② 今後の公共交通のあり方 
今後の公共交通のあり方としては、行政と民間のバスの役割を明確にし、市は必要最低限

のサービスを維持し、財政負担を減らすべきという回答が最も多くなっています。 
一方で、運賃（利用者負担）はそのままに、市の財政負担を増やして、サービスの向上を

図るべきという意見や、逆に市の財政負担はそのままに運賃（利用者負担）を上げてサービ

スの向上を図るべきといった意見も一定の回答数を得ており、市又は利用者の負担を上げて

でもサービスの向上が求められている側面もあります。 
また、コミュニティバスの利用促進に必要なことでは、駅を中心としたルートにする、運

行本数を増やす、乗換拠点を作りいろいろな方向へ行けるようにする、官民の役割分担と連

携を進める、小型車両を導入し、狭い道路でも運行できるようにするなどニーズに応じた運

行形態が求められています。 
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 公共交通に関する課題 

(１) 地域の現状から見た課題 

① 将来の人口減少及び少子高齢化への対応 
少子高齢化の進展や、それに伴う人口減少により、公共交通利用者の増加が見込めず、サ

ービスの低下が懸念されます。 

② 新型コロナウイルス感染症による公共交通利用者の減少（追加） 
2020年 1月に国内で初めて新型コロナウイルス感染症の感染者が確認され、人々の移動制

限から公共交通の利用者は急激に減少した。その後ワクチンの普及等から人々の移動は戻り

つつあるが働き方の変化等からコロナ禍が収束したとしても公共交通の利用者は、コロナ禍

前の水準には戻らないとする意見が多い。 

③ 地区特性に応じた交通の必要性 
市内には在来地区、昭和 54年に街開きした千葉ニュータウン地区や近年の開発地区があ

ります。地区により世帯や年齢の構成、主な移動先や利用する交通手段に違いがあるため、

それぞれの地区の需要に対応した交通サービスの充実が求められます。 

(２) 公共交通の現状から見た課題 

① 公共交通機関の役割分担が不明確・非効率 
各公共交通機関の役割が明確でないため、路線バスとコミュニティバスの重複区間が多い

など、公共交通ネットワークが分かりにくく、効率的となっていない状況があります。 

② 公共交通機関同士の交通結節機能が不十分 
鉄道とバス、バス同士といった公共交通機関相互の結節機能が十分とは言えない状況であ

り、他の公共交通手段への円滑な乗り継ぎといった利便性が低くなっています。 

③ 公共交通空白地域の存在 
駅やバス停から離れた交通空白地域が市内に残っており、公共交通の利便性が低い地区が

存在しています。 

(３) 市民の移動実態調査から見た課題※平成30年（2018年）計画策定時調査 

① 高い自動車の依存度 
自家用車の依存度が高く、将来の地域公共交通の持続性が懸念されます。 

② 鉄道・バスサービスへの不満 
鉄道の運賃・本数やアクセス特急への接続、バスの運行本数や行先・経路への不満があ

り、市民ニーズや利用実態、官民の役割分担、採算性等を踏まえた見直しが望まれていま

す。 

③ 交通環境の整備 
将来的な移動の不安を抱えている人が多く、市民（特に高齢者）の公共交通需要に備えた

交通環境の整備（屋根やベンチ等）や運賃面でのサービスが望まれています。 
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第3章 基本的な方針と計画の目標 

 基本方針 
白井市におけるまちづくりの基本理念や将来像、地域公共交通の現状や今後の人口動向など

を踏まえ、本計画の基本方針を以下のように設定します。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 対応方針と計画目標 
 
 

鉄道や既存の路線バスを軸とした効率的な交通結節点を設定し、駅や主な施設、各地区とを

つなげる幹線、支線の公共交通ネットワークを形成します。コミュニティバスは、現在のルー

トが長く、速達性に欠けていることから、市内を大きく 4 つの地区に分け、各地区の特性や移
動の需要を考慮した上で、これまで道路が狭くバスが運行できなかった地区においては、運行

が可能となるような車両のサイズを検討し、地区内における詳細な路線の検討を行います。 
また、各交通手段の連携を図れるように、駅などを中心に交通結節点を整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和３年（2021 年）８月のコミュニティバスのルート・ダイヤ改正により、既存の交通結節点の白井市役

所を白井駅へ変更しました。 

 

基本方針 

快適な生活の移動手段を確保し“つながる”ことでまちの活力を育む 

持続可能で利便性の高い公共交通体系を確立する 

対応方針１  新たな交通結節点を中心とした公共交通網を形成する 

目標１ ネットワークの拠点となる交通結節点の整備 

 鉄道、バスなどの乗り継ぎの利便性の向上に資する交通ネットワーク間の連携ができる拠点と

して、新たな交通結節点を設定し、現状の2箇所から3箇所に増やします。 

 

≪指 標≫ 交通結節点の整備数 

 

 

 目標値 実績値 

策定時 3箇所（白井駅・西白井駅・工業団地） ２箇所（西白井駅・白井市役所） 

延長時 3箇所（白井駅・西白井駅・工業団地） ２箇所（白井駅・西白井駅） 
 

 

※実績値については、 

策定時は平成30年度（2018年度）末の状況 

延長時は令和3年度（2021年度）末現在の実績
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工業団地 

 ◆白井市における将来公共交通ネットワーク イメージ図 

 

◆コミュティバスルート検討上の留意点 

 

 

 

 

 

地区 留意点 

コミュニティバス①（第１、第 6地区） 
（白井第一小、桜台小学校区） 

●国道 16号でのルート分割など、必要に応じて路線の
設定を工夫 
●構想道路が完成すると速達性が大幅に改善 

コミュニティバス②（第 2地区） 
（白井第二小学校区） 

●１つの路線で広域なエリアをカバーしているので、必
要に応じて路線が冗長にならないよう 2 ルート分割
などを検討 
●交通結節点で駅方面の路線バスに接続するとしてい
るが、駅とを直接結ぶルートを必要に応じて検討 
●ルート、ダイヤ設定において白井第二小学校の通学を
考慮、また、白井工業団地へのアクセス向上に配慮

コミュニティバス③（第３、第５地区） 
（白井第三小、南山小、池の上小学校区）

●路線バスとの重複が多いため、役割分担を踏まえたコ
ンパクトな路線の検討が必要 
●冨士地区には、スーパーや病院など日常生活に必要な
施設が概ねそろっている

コミュニティバス④（第 4地区） 
（大山口小、清水口小、七次台小学校区） ●路線バスとの重複があるため、路線設定に配慮が必要

※令和３年（2021 年）８月のコミュニティバスのルート・ダイヤ改正は、上記留意点に配慮し行っています。 
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鉄道、バス（路線バス、コミュニティバス）、タクシーそれぞれの持つ特性に応じた適切な役

割分担と連携による効果的な公共交通ネットワークを形成します。 
特に、重複区間が多い路線バスとコミュニティバスの役割分担については、地域間を結ぶ幹

線交通としての役割を路線バスが担い、コミュニティバスは、路線バスを補完して交通空白地

域を解消する支線交通としての役割を担うものとします。また、鉄道とバス、バス同士での乗

り継ぎ時刻の調整など、公共交通機関相互の連携を図ります。 

◆各公共交通機関の役割 

◆各公共交通機関の輸送規模と輸送距離・範囲による位置づけ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
※令和３年（2021 年）８月のコミュニティバスのルート・ダイヤ改正等により、令和３年度末での人口カバー率
は 95.5％となったことから、目標値については現状維持としています。 

公共交通機関 役割 

鉄道 ●市内外を結ぶ基幹的交通手段としての役割 

路線バス ●市内外の駅、主な施設や住宅地を結ぶ幹線的な交通手段としての役割 

コミュニティバス 
●各地区内をベースとして、駅や交通結節点などを中心とし、路線バスを補
完しつつ、市内の交通空白地域の解消に資する支線的な交通手段としての
役割 

タクシー ●上記の公共交通機関ではカバーできない区間や時間帯を補完する役割 

対応方針２  多様な公共交通機関の役割分担と連携による公共交通網を形成する 

 

コミュニティバス 

タクシー 

市外 

路線バス 

輸送距離・範囲

輸
送
規
模 

大 小
さ

大 

小 

市内 
近隣市など

鉄道 

県外など 

大
量 

中
量 

小
量 

個
別 

地区内 地区間 

目標２ 公共交通の人口カバー率の確保 
 各公共交通機関の役割を明確にし、相互連携を図ることで、効率的な路線やバス停を設定し、

公共交通のサービス改善により、人口カバー率を拡大します。 

≪指 標≫ 公共交通（鉄道・バス）による人口カバー率  

 目標値 実績値 

策定時 95.0％ 89.0％ 

延長時 95.5％ 95.5％ 

 
 

※実績値については、 

策定時は平成30年度（2018年度）末の状況 

延長時は令和3年度（2021年度）末現在の実績 
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 高齢者や障がい者、また市への来訪者など、だれにとっても安全安心で利便性の高い地域公共

交通となるよう、使用する車両などの検討や交通結節点などでの待ち合い環境の整備を実施しま

す。また、スムーズに公共交通を利用できる環境の形成を推進し、利用者の確保を図ります。 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

※新型コロナウイルス感染症による新しい生活様式等により利用者が減少していることから目標値を下方修正しています。 

 
 

過度な自家用車依存を抑制し、普段公共交通を利用しない人でも、公共交通が日常生活におい

て移動手段の一つとして認識されるよう、行政、市民、交通事業者それぞれが協力して利用の意

識を高める取り組みを進めます。また、各交通手段のルートや乗り方などの分かりにくさが原因

で公共交通の利用が敬遠されることのないよう、分かりやすい情報を提供し、公共交通の利用を

促進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 ※計画期間延長するに当たり、「優先」・「強化」項目を重点的に取り組むことで目標値を８項目以上としています。 

対応方針３  だれもが安全安心で利用しやすい公共交通環境を提供する 

対応方針４ 行政・市民・事業者の協力による公共交通利用の促進 

市民 

～公共交通の利用促進～ 

★公共交通の積極的な利用 

★公共交通利用啓発活動への 

参画・協力 

行政 

～公共交通の利用啓発・情報発信～ 

★市民への利用啓発 

★公共交通利用のきっかけづくり 

★分かりやすい情報提供

交通事業者 

～安全・安心なサービス提供～ 

★安全なサービスの提供 

★利用しやすいサービスの提供 

★情報提供の充実 

目標３ 公共交通の利用者の確保 
 平成 32年（2020年）以降、人口の減少が見込まれていることに加え計画当初、想定されて

いなかった新型コロナウイルス感染症の影響により公共交通(バス・鉄道)の利用者が減少してい

ることを踏まえつつ、今後の利便性の向上を推進することを加味して、計画終了年度である令和

7年度（2025年度）時点の利用者の目標値を再設定する。 

≪指 標≫ 公共交通（バス）の市内運行系統の年間利用者数 

 

 

≪指 標≫ 公共交通（鉄道）の市内駅の年間利用者数 

 

 

目標４ 公共交通利用促進活動の実施及び強化 

 公共交通の利用増加に資する既存の取り組みを強化するとともに、新たな取り組みを 

実施します。 

≪指 標≫ 公共交通利用促進事業の取り組み項目数 

 

 

 

※事業7（P18）に掲げる強化項目 

 
【各年度の取り組み状況】 

取り組み項目 H30 R3 
（強化）公共交通の学習内容の拡
大、充実 ○ ○ 

（強化）分かりやすい市内公共交
通マップなどの充実 ○ ○ 

（強化）沿線自治体等と連携した
鉄道の利用促進活動の推進 ○ ○ 

企画乗車券の検討 - ○ 

 

バス 目標値 実績値 

策定時 140万人 127万人 

延長時 100万人 92万人 

 

鉄道 目標値 実績値 

策定時 428万人 408万人 

延長時 350万人 323万人 

 

※実績値については、 

策定時は平成30年度（2018年度）末の状況 

延長時は令和3年度（2021年度）末現在の実績 
 

 

 目標値 実績値 

策定時 5項目 3項目 

延長時 8項目 4項目 
 
 
※実績値については、策定時は平成30年度（2018年度）末の状況 

延長時は令和3年度（2021年度）末現在の実績 

※P16から P18に掲げる優先・ 

強化項目
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指標：公共交通の年間利用者数 

【バス：市内運行系統の利用者数】 

        

【鉄道：市内駅利用者数】 

第4章 目標を達成するために行う事業と実施主体 

 計画の体系 
 
 
 
 

快適な生活の移動手段を確保し“つながる” 

持続可能で利便性の高い  

基本方針 

 

指標：公共交通利用促進事業の取り組み項目数 

≪対応方針≫ 

１ 新たな交通結節点を 

中心とした公共交通網を

形成する 

 

 

指標：交通結節点の整備数 

 

１ ネットワークの拠点となる交通結節点の整備 

令和 3年度(2021年度)末 

２箇所 

・白井駅 

・西白井駅 

目標： 

３箇所 

・白井駅 

・西白井駅

・工業団地

２ 多様な公共交通機関 

の役割分担と連携による

公共交通網を形成する 

 

 

指標：公共交通（鉄道・バス）による 

人口カバー率

計画策定時 

現状： 

８９．０% 

目標： 

９５．５%

３ だれもが安全安心で 

利用しやすい公共交通 

環境を提供する 

３ 公共交通の利用者の確保 

目標： 

1００万人／年 

計画策定時 

現状： 

127万人／年

計画策定時 

現状： 

408万人／年

目標： 

350万人／年 

４ 行政・市民・事業者の 

協力による公共交通 

利用の促進 

２ 公共交通の人口カバー率の確保 

４ 公共交通利用促進活動の実施及び強化 

≪計画目標≫ 

目標： 

８項目以上

計画策定時 

現状：５項目 

※事業7（P17） 

に掲げる強化項目 

令和 3年度(2021年度)末 

９５．５% 

計画策定時 

現状：２箇所

（西白井駅 

・白井駅 

令和3年度(2021年度)末 

92 万人/年 

令和3年度(2021年度)末 

323万人/年 

令和3年度(2021年度)末 

４項目 
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≪実施事業≫ 

  ことでまちの活力を育む 

  公共交通体系を確立する 

事業１ 市内における公共交通結節点の強化 

事業２ 路線バスを主体とした交通サービスの維持、向上 

事業３ コミュニティバスの運行サービスの見直し 

事業４ 多様な運賃制度の導入検討 

事業５ 地区に応じた適切な交通手段の継続的な調査・検討 

事業７ 公共交通の利用啓発 

事業６ 利便性の高い地域公共交通の環境整備 
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 各事業の実施内容 
※本計画期間を令和７年度（2025年度）まで３年間延長するにあたり、この期間に優先的に取

り組む事業については【優先】と表記します。 

事業１︓市内における公共交通結節点の強化                             

【事業概要】 

市民の様々な目的地までの足を確保するため、各交通手段の乗り継ぎ拠点となる駅などを中心

とした交通結節点を設定し、幹線、支線をつなげる公共交通ネットワークを形成します。 
また、乗り継ぎにおける物理的・心理的な抵抗感を軽減するため、交通結節点の待ち合い環境

の整備やにぎわいづくりを推進します。 
・ 効率的な交通結節点の設定、利用しやすい環境の整備 
・ にぎわいのある交通結節点の整備 
【実施主体】 

・ 白井市 
・ 鉄道事業者 
・ 路線バス運行事業者 
・ タクシー運行事業者 

 

事業２︓路線バスを主体とした交通サービスの維持、向上                       

【事業概要】 

路線バスの役割は、市内外の駅、主な施設や住宅地を結ぶ市民の日常生活を支える地域公共交

通ネットワークの幹線的な交通手段であり、現状の運行サービスを維持、向上するため、コミュ

ニティバスによる補完を前提に、事業性の高い区間を考慮した運行本数、ダイヤの調整を図りま

す。 
・ バス交通における事業性の高い区間の運行本数、ダイヤの検討 
【実施主体】 

・ 白井市 
・ 路線バス運行事業者 
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事業３︓コミュニティバスの運行サービスの見直し                            

【事業概要】 

コミュニティバスは、地区内の運行を基本に支線的な市内交通として、市民の移動を支え、路

線バスを補完しつつ、交通空白地域の解消に資する役割を担うため、これに応じた運行ルートの

見直しを行います。 
また、道路状況などの地区の特性に応じた効率的な運行を確保するため、バス車両のサイズの

検討や受益者負担の見直しについても検討します。 
・ 【優先】コミュニティバスへのバスロケーションシステム（注 2）導入の検討（新規） 
・ 役割に応じた運行ルートの見直し（※） 
・ 交通結節点における鉄道、路線バスとの乗り継ぎダイヤの調整 
・ 地区の需要に応じた小型車両の導入の検討 
・ 受益者負担の見直しの検討 
【実施主体】 

・ 白井市 
・ 路線バス運行事業者 
・ タクシー運行事業者 
 
（注 2）バスロケーションシステムは、バスに車載器を搭載し、GPS などを利用して車両の位置情報を運行管理者が把握するととも

に、バス利用客にスマートフォンやパソコンを通してバス運行状況の情報を提供するシステム 

（※実績）コミュニティバスのルート及びダイヤを令和 3（2021）年８月１日から大幅に改正した。 

 

事業４︓多様な運賃制度の導入検討                                  

【事業概要】 

鉄道、路線バス、コミュニティバスでの乗り継ぎの際に発生する初乗り運賃の抵抗を軽減する

ために、乗り継ぎ運賃割引を検討するとともに、バスの運賃設定における、分かりやすい統一運

賃の設定の可能性についても検討します。 
また、公共交通の利用を地域のにぎわいにつなげ、まちの活性化にも資することができるよう、

市内の商業事業者等との協力による公共交通の利用に付加価値をつけた企画乗車券を検討します。 

・ 【優先】企画乗車券の検討 

・ 乗り継ぎ割引運賃制度の検討 
【実施主体】 

・ 白井市 
・ 鉄道事業者 
・ 路線バス運行事業者 
・ 商業事業者等 

【事例】乗合タクシー 

 

需要の少ない地区でのワゴン型車

両の乗合タクシーの運行 

（神奈川県愛川町） 
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事業５︓地区に応じた適切な交通手段の継続的な調査・検討                   

【事業概要】 

高齢化の進展など、社会情勢の変化に対応するため、それぞれの地区が抱える課題や状況を常

に把握し、既存の交通システムに捉われない効率的な仕組みや取り組みを考え続けていくことが

必要であることから、他市等における取り組みや先進事例などを継続的に調査・研究し、地区の

特性に応じた新たな解決策について模索します。 
また、地域公共交通の利用者である市民の意見を的確に把握するため、適切な時期を捉え、地

域のニーズを把握するよう努めます。 
・ 【優先】適切な時期を捉えた市民ニーズの把握※次期計画策定に向けたアンケート調査等 
・ 乗合タクシーやデマンド型交通など、継続的な先進事例の調査・研究 
【実施主体】 

・ 白井市 
・ 路線バス運行事業者 
・ タクシー運行事業者 

 

事業６︓利便性の高い地域公共交通の環境整備                              

【事業概要】 

利用者が、より使いやすく、より便利な地域公共交通となるよう、利用者目線に立った環境整

備を推進します。 

また、市内駅における鉄道の利便性の向上や車椅子利用者が車椅子のまま利用できるユニバー

サルデザインタクシー車両の導入を促進し、だれもが利用しやすい公共交通環境を構築します。 

・ 【優先】主要なバス停（結節点）におけるベンチ、上屋の整備 
・ 市内駅におけるアクセス特急の停車、特急増便の要望 
・ 高齢者や障がい者に対応した接客サービスの向上 
・ ユニバーサルデザインタクシー車両の導入の促進 
【実施主体】 

・ 白井市 
・ 鉄道事業者 
・ 路線バス運行事業者 
・ タクシー運行事業者 
 
 
 
 
 
 
 

【事例】ユニバーサルデザインタクシー 

足腰の弱い高齢者、車椅

子利用者、ベビーカー利

用の親子連れ、妊娠中の

方など、誰もが利用しや

すいみんなにやさしい

新しいタクシー車両 

（神奈川県藤沢市の事例） 
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事業７︓公共交通の利用啓発                                      

【事業概要】 

公共交通を利用することで、環境負荷の軽減や交通渋滞の緩和、また、自家用車維持費の軽減

や自身の健康づくりなど、様々なことに貢献できる可能性があります。 
こうしたことを念頭に、より公共交通を身近に感じられるよう、市内の公共交通の情報を集約

した分かりやすいマップなどを作成し、周知を図ることで公共交通利用の選択の幅を広げる取り

組みや、なるほど行政講座などにより、市民が自ら直接市内の公共交通を学習する機会や高齢化

による免許返納の啓発機会を設け、過度な自家用車への依存を抑制し、公共交通の利用を促進す

る取り組みを実施します。 
・ 【優先】各駅にバス交通の「路線案内版」を設置（新規） 

・ （強化）公共交通の学習内容の拡大、充実、子供向けの教室（イベント）の開催 
・ （強化）分かりやすい市内公共交通マップなどの充実 
・ （強化）沿線自治体等と連携した鉄道の利用促進活動の推進 
・ タクシー利用案内の実施 
・ 免許返納の啓発の実施 
【実施主体】 

・ 白井市 
・ 市民 
・ 鉄道事業者 
・ 路線バス運行事業者 
・ タクシー運行事業者 

 
 

 

 関係者による役割分担・連携による取り組み 
計画の目的、目標の達成のためには、市民、交通事業者、行政等の役割分担、連携により取り組

んでいくことが必要です。特に、本計画を効果的に実現していくために、『基本方針』、『対応方針』、

『目標』を関係者が共有し、その達成に向けて、関係者がパートナーとして連携しながら、各々

の役割を果たしていくとともに、計画の実施状況を適宜把握し、取り組みを進めることとします。 
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第5章 計画の達成状況の評価 

 PDCAサイクルに基づく進行管理  
計画の策定（Plan）、事業の実施（Do）、進行管理・評価（Check）、見直し・改善（Action）を

繰り返す PDCAサイクルの考え方により推進します。 
 

◆計画の進行管理イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(１) Plan（計画） 

白井市地域公共交通網形成計画に基づき、具体的な事業の進め方や実施期間等を検討します。 

(２) Do（実施） 

目標を達成するために設定した事業を実施します。なお、本計画の目標達成に効果的につなが

るよう、各関係者が連携しながら推進します。 

(３) Check（評価） 

白井市地域公共交通活性化協議会において、適宜、進捗状況を把握するとともに、目標の達成

に向けて方向性がずれていないか、目標を達成するために設定した事業が計画に沿って実施され

ているか、また、事業の費用対効果や利用者の満足度など、様々な視点から効果を検証します。

効果の検証結果は、事業の各実施主体と共有を図るとともに公表することとします。 
なお、設定した目標値の最終的な達成状況は、計画終了年度に確認します。 

(４) Action（改善） 

事業の実施状況や目標の達成状況、さらには社会環境の変化などを踏まえ、取り組みの見直し

や改善を図ります。 
 

白井市地域公共交通網 
形成計画の策定 

 Plan（計画） 

施策・各種事業 
メニューの実施 

 Do（実施） 

取組内容の見直し・改善 

 Action（改善）

進行管理・評価 

 Check（評価） 
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 事業の実施・評価スケジュール 

(１) 事業の実施スケジュール 

事業の実施スケジュールについては、コミュニティバスの契約見直し（2020 年 7 月末）を考慮し、
前期（2018年～2019年）、後期（改訂）（2020年～2025年）に分けて実施します。 

◆事業実施スケジュール 

 

平成
30年

平成
31年

令和
2年

令和
3年

令和
4年

令和
5年

令和
6年

令和
7年

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目
・白井市

・鉄道事業者

・路線バス運行事業者

・タクシー運行事業者

・白井市

・路線バス運行事業者

【優先】コミュニティバスへバ
スロケーションシステム導入の
検討（新規）

役割に応じた運行ルートの見直
し

地区の需要に応じた小型車両の
導入の検討

受益者負担の見直しの検討

【優先】企画乗車券の検討

乗り継ぎ割引運賃制度の検討

乗合タクシーやデマンド型交通
など、継続的な先進事例の調
査・研究

【優先】主要なバス停（結節
点）におけるベンチ、上屋の整
備

市内駅におけるアクセス特急の
停車、特急増便の要望

高齢者や障がい者に対応した接
客サービスの向上

ユニバーサルデザインタクシー
車両の導入の推進

【優先】各駅にバス交通の「路
線案内版」を設置（新規）

（強化）公共交通の学習内容の
拡大、充実、子供向けの教室
（イベント）の開催

（強化）分かりやすい市内公共
交通マップなどの充実

（強化）沿線自治体等と連携し
た鉄道の利用促進活動の推進

タクシー利用案内の実施

免許返納の啓発の実施

事業6
利便性の高い地域
公共交通の環境整
備

・白井市
・鉄道事業者
・路線バス運行事業者
・タクシー運行事業者

事業７
公共交通の利用啓
発

・白井市
・市民
・鉄道事業者
・路線バス運行事業者
・タクシー運行事業者

・白井市
・路線バス運行事業者
・タクシー運行事業者

交通結節点における鉄道、路線
バスとの乗り継ぎダイヤの調整

事業４
多様な運賃制度の
導入検討

・白井市
・鉄道事業者
・路線バス運行事業者
・商業事業者等

事業5
地区に応じた適切
な交通手段の継続
的な調査・検討

【優先】適切な時期を捉えた市
民ニーズの把握 ・白井市

・路線バス運行事業者
・タクシー運行事業者

事業３
コミュニティバス
の運行サービスの
見直し

事業１
市内における公共
交通結節点の強化

効率的な交通結節点の設定、利
用しやすい環境の整備

にぎわいのある交通結節点の整
備

事業２
路線バスを主体と
した交通サービス
の維持、向上

バス交通における事業性の高い
区間の運行本数、ダイヤの検討

改訂

実施事業 事業内容 実施主体

前期 後期

検討 実施

検討 実施

検討（調い次第適宜実施）

検討（調い次第適宜実施）

検討 実施

検討（調い次第適宜実施）

検討（調い次第適宜実施）

優先検討（調い次第適宜実施）

優先検討（調い次第適宜実施）

優先検討（調い次第適宜実施）

優先検討（調い次第適宜実施）

優先検討（調い次第適宜実施）

優先検討（調い次第適宜実施）
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(２) 評価スケジュール 

評価スケジュールは、以下のように、毎年度進捗状況を把握するとともに、適宜目標の達成状

況を検証し、必要に応じ事業の見直し等を行うこととします。 
 

◆評価スケジュール 

 
 

計画

策定

平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和８年

（2017年） （2018年） （2019年） （2020年） （2021年） （2022年） （2023年） （2024年） （2025年） （202６年）

計画

Plan

実行

Do

指標１︓交通結
節点の整備数

指標２︓公共交
通（鉄道・バス）
による人口カバー
率

指標３︓公共交
通の年間利用者
数

指標４︓公共交
通利用促進事業
の取り組み項目数

改善

Action

5年目

事業の実施

6年目 7年目 8年目

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

計画策定

1年目 2年目 3年目 4年目

検証

Check

事業進捗状況の把握

目的達成状況の把握

取り組みの見直し・解決策
検討

延期
改訂

法定
評価

計画
見直し

当初
策定 第２次策定

自己
評価

自己
評価

法定
評価

自己
評価

法定
評価

自己
評価

法定
評価

計画
見直し



 

 

 

 

 

資料編 
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地域概況 

 市の概況（位置・地勢等） 

白井市は、千葉県の北西部に位置し、西は柏市と鎌ケ谷市、南は船橋市、東は印西市に隣接し

ている。東京都心や成田空港まで 30km圏内にあり、人口 63,790人（平成 29年 12月末現在）、
総面積 35.48km2 の住宅都市である。主要な道路は、北西から南東に横断するように南関東の環

状幹線である国道 16 号が走り、東西には成田空港と都心を結ぶ国道 464 号が走っている。国道
16号より南西側のエリアは、平坦な地形で、千葉ニュータウン事業により整備されたニュータウ
ン区域をはじめとする人口が集中した市街地が広がっている。一方、北東側のエリアは、南西部

に比べて起伏にとんだ地形で、緑地や田畑が広がり、丘陵の谷部や街道に沿って集落が点在して

いる。 

 
出典：国土数値情報 

図 1 白井市の地勢概況 

 
    

  

白井市役所

第一種低層住居専用地域
第一種中高層住居専用地域
第二種中高層住居専用地域
第一種住居地域
第二種住居地域
準住居地域
近隣商業地域
準工業市域
工業専用地域

464
16

凡例

北 総 線

柏市

鎌ヶ谷市

船橋市

白井市

印西市

八千代市
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(２) 人口動態、将来人口予測（地区別） 

① 人口分布 
白井市の人口は、白井駅、西白井駅周辺のニュータウン地区、桜台地区、冨士地区、西白井地区

に人口が集中しており、国道 16号より北東側のエリアを中心に、広範囲に人口が 20人未満の低
密度なエリアが広がっている。 

 
出典：白井市データ（H27.3 末時点） 

図 2 人口分布（100ｍメッシュ） 

② 高齢化分布 
市内全域で高齢化が進んでいる地域が点在しているが、桜台地区や西白井地区では高齢化率は

低くなっている。 

 
出典：白井市データ（H27.3 末時点） 

図 3 高齢化率分布（65歳以上 100ｍメッシュ） 

第４地区

第６地区

第２地区

第３地区

第５地区

第１地区

第2-1地区

第2-2地区

第1-1地区
桜台地区

冨士地区

西白井地区

第４地区

第６地区

第２地区

第３地区

第５地区

第１地区

第2-1地区

第2-2地区

第1-1地区
桜台地区

西白井地区



 

‐26‐ 
 

③ 小学校区別 
小学校区別の人口推移では、平成 32年（2020年）までをピークに全体的に減少する見込みで

あるが、七次台小学校区の人口はその後も増加する予測となっている。 

 
出典：白井市第 5次総合計画より作成 

図 4 小学校区別の人口の推移 

 
高齢化率を見ると、全体的に上昇していく見込みであり、桜台小学校区は、今後急速な高齢化

が予測されている。 

 
出典：白井市第 5次総合計画より作成 

図 5 小学校区別の高齢化率の推移 
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(３) 施設分布等 

公共施設や医療施設は白井駅や西白井駅の周辺に集中して立地しており、市北部は医療施設や

福祉施設、公共施設が少ない状況にある。 

 
 

出典：国土数値情報（医療施設：H26.9 現在、公共施設：H19 年度、文化施設：H18 年度、 
福祉施設：H27.9 現在、郵便局：H25.11 現在、学校：H18 年度） 

図 6 施設分布図 
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(４) 人口及び将来都市構造のゾーニング 

 
出典：人口・人口密度・高齢化率：白井市総合計画における推計値 

主な将来都市構造ゾーニング：白井市都市マスタープラン 

図 7 人口及び将来都市構造のゾーニング 

 
 

第１地区（白井第一小学校区）
人口規模：5,000人
人口密度：582人/km2

高齢化率：28%
主な将来都市構造ゾーニング：
・中心都市拠点
・緑農ゾーン
・緑住ゾーン
・市街地ゾーン（住居系）

第２地区（白井第二小学校区）
人口規模：3,500人
人口密度：303人/km2

高齢化率：31%
主な将来都市構造ゾーニング：
・緑農ゾーン
・緑住ゾーン
・市街地ゾーン（産業系）

第６地区（桜台小学校区）
人口規模：7,200人
人口密度：1,347人/km2

高齢化率：15%
主な将来都市構造ゾーニング：
・市街地ゾーン（住居系）
・緑農ゾーン

第４地区

第６地区

第２地区

第３地区

第５地区

第１地区

市全体（H27推計値）
人口規模： 62,900人
人口密度： 1,774 人/km2

高齢化率： 23%

第2-1地区

第2-2地区

第1-1地区

第1-2地区

第５地区（南山、池の上小学校区）
人口規模：14,600人
人口密度：4,032人/km2

高齢化率：26%
地区特性：ニュータウン地区

主な将来都市構造ゾーニング：
・中心都市拠点
・緑住ゾーン
・市街地ゾーン（住居系）

第４地区
（大山口、清水口、七次台小学校区）
人口規模：23,000人
人口密度：5,637人/km2

高齢化率：21%
主な将来都市構造ゾーニング：
・生活拠点
・緑住ゾーン
・市街地ゾーン（住居系）

第３地区（白井第三小学校区）
人口規模：９,600人
人口密度：4,210人/km2

高齢化率：22%
主な将来都市構造ゾーニング：
・緑住ゾーン
・市街地ゾーン（住居系）
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地域公共交通の現状 

 鉄道、路線バス、コミュニティバスの運行状況  

① 運行路線図 
鉄道は北総線が東西に運行しており、バスは路線バスの他、コミュニティバスが運行してい

る。路線バスは白井駅や西白井駅から南北方向や、東西方向に運行されており、コミュニティバ

スは市内 4路線が運行している。 

 
                                出典：国土数値情報、事業者路線図より作成 

図 8 鉄道、路線バスの路線図 

 
                         出典：国土数値情報、コミュニティバス路線図より作成 

図 9 鉄道、コミュニティバスの路線図 

ちばレインボーバス
鎌ケ谷線

ちばレインボーバス
西白井線

ちばレインボーバス
白井線

生活バスちばにう
直行ルート

船橋新京成バス
西白井線

生活バスちばにう
北環状線ルート

ちばレインボーバス
北総循環線

ちばレインボーバス
北口循環線
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② 路線別運行状況 
鉄道は日中に時間当たり 3本が運行されているが、バスについては、日中の時間当たりの運行
本数が 1～2本程度と低い状況にある。 

 
■鉄道    

鉄道事業者 方面 
運行本数※1 

平日 土曜 休日

北総鉄道株式会社 
上り（新鎌ケ谷方面） 83 58 58

下り（印旛日本医大方面） 83 58 58

■バス    

  事業者 路線名 
運行本数※1 

平日 土曜 休日

路線バス 

ちばレインボーバス

株式会社 

白井線 52 68 68

鎌ケ谷線※2 92 77 77

西白井線 32 22 22

北口循環線 54 20 9

北総循環線 30 10 10

船橋新京成バス 

株式会社 

鎌 12 系統 8 8 8

鎌 10 系統 27 27 27

西白 01 系統 17 16 16

鎌ケ谷観光バス 

有限会社 

直行ルート（新鎌ケ谷駅⇔中央駅直行） 45 0 0

北環状線ルート（白井駅北口経由） 29 29 29

コミュニティバス 白井市 

西ルート 14 14 0

東ルート 8 8 0

南ルート 8 8 0

北ルート 9 9 0

深夜急行バス 

成田空港交通 

株式会社 

新松戸・千葉ニュータウン中央駅方面 1 1 1

西船橋・千葉ニュータウン中央駅方面 1 1 1

平和交通 

株式会社 
西船橋・千葉ニュータウン線 1 1 1

■タクシー※3    

事業者 営業所所在地 
車両

数 

UD タクシー 

有無 

エミタスタクシー白井 

株式会社 
〒270-1431 白井市根 60-60 15 1 

有限会社 

白井タクシー 
〒270-1431 白井市根 1071-6 7 1 

※1：往復の合計便数、※2：白井市内を通過しない便は含まず、※3：市内に事業所がある事業者 

（平成 30 年 2 月 1日現在） 
出典：各社時刻表、タクシー協会資料より作成 
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(２) 鉄道、路線バス、コミュニティバスの利用状況  

① 鉄道利用状況 
白井駅及び西白井駅の利用者数は、平成 19年以降概ね横ばい傾向が続いている。 

 

 
出典：出典：統計しろい（平成 28 年版）より作成 

図 10 鉄道の 1日平均の乗車人員 

 

② 路線バス・コミュニティバス利用状況 
路線バスの利用者数は、平成 23年までは西白井線を除き減少傾向にあったが、近年は横ばい
又は増加傾向にある。また、コミュニティバスの利用者数は、平成 17年以降増加傾向にある。 

 
出典：統計しろい（平成 28 年版）より作成 

図 11 バスの年間乗車人員 

4000

4500

5000

5500

6000

6500

7000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

１
日
平
均
乗
車
人
員
（人
）

西白井駅 白井駅

6,219人

4,960人

0

10

20

30

40

50

60

70

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

年
間
乗
車
人
員(

万
人)

コミュニティバス 西白井線(船橋新京成バス)
鎌ケ谷線(ちばレインボーバス) 白井線(ちばレインボーバス)
西白井線(ちばレインボーバス)

176,001人

422,439人

445,934人

91,627人

133,135人



 

‐32‐ 
 

 

③ コミュニティバス（循環バス「ナッシー号」）の収支状況の推移 
コミュニティバスは利用者数の増加に伴い、運賃収入は増加傾向にあるが、運行経費全体に占

める運賃収入は、平成 28年度で約 30％となっている。 

 
出典：統計しろい（平成 28 年版）より作成 

図 12 コミュニティバスの収支状況の推移 
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市民の移動実態・ニーズ（市民アンケート調査より） 

 各地区の外出特性の整理 

第 1-2地区、第 2-1地区では市内の移動が 6割程度で多いが、その他の地区では市外の移動が
多く、印西市に隣接する第 6地区では 7割が市外への移動である。市外への移動先について、第
3地区、第 4地区、第 5地区では東京都が最も多いが、その他地区では、それぞれが隣接する印
西市、鎌ケ谷市、柏市が多くなっている。 
主な利用交通手段は各地区ともに自動車の移動が多いが、鉄道駅が近い第 4～第 6地区では鉄

道の利用も多い。一方で、駅から遠い第 2-1，第 2-2地区では鉄道に比べバス利用が多い傾向に
ある。 

 
出典：「日常の外出や移動、公共交通の意識に関するアンケート調査」（平成 29 年度）より作成 

図 13 各地区の外出特性 

第２-２地区（白井第二小学校区東側）
市内・市外の割合：市内46.6%、市外53.4%
市外の主な移動先：印西市51.6%、柏市18.4%
主な利用交通手段：自動車（送迎含む）72.9％

バス（路線・循環）9.7%
鉄道7.9%

第１-２地区（白井第一小学校区東側）
市内・市外の割合：市内59.8%、市外40.2%
市外の主な移動先：印西市29.7%、船橋市15.5%
主な利用交通手段：自動車（送迎含む）55.2％

鉄道11.2%
バス（路線・循環）10.6%

第４地区

第６地区

第２地区

第３地区

第５地区

第１地区

第2-1地区

第2-2地区

第1-1地区

第1-2地区第３地区（白井第三小学校区）
市内・市外の割合：市内46.5% 、市外53.5%
市外の主な移動先：東京都26.9%、船橋市18.7%
主な利用交通手段：自動車（送迎含む）39.4％

自転車18.9%、鉄道17.8％
バス（路線・循環）8.0%

第４地区
（大山口、清水口、七次台小学校区）

市内・市外の割合：市内46.1% 、市外53.9%
市外の主な移動先：東京都31.6%、鎌ケ谷市19.8%
主な利用交通手段：自動車（送迎含む）40.3％

鉄道21.6%
バス（路線・循環）12.4%

第２-１地区（白井第二小学校区西側）
市内・市外の割合：市内58.0% 、市外42.0%
市外の主な移動先：柏市27.0%、鎌ケ谷市23.0%
主な利用交通手段：自動車（送迎含む）71.5％

バス（路線・循環）11.3%
鉄道7.7%

第５地区（南山、池の上小学校区）
市内・市外の割合：市内41.3% 、市外58.7%
市外の主な移動先：東京都32.8%、印西市27.5%
主な利用交通手段：自動車（送迎含む）38.1％

鉄道25.3%
バス（路線・循環）7.6%

第６地区（桜台小学校区）
市内・市外の割合：市内30.0%、市外70.0%
市外の主な移動先：印西市53.7%、東京都25.8%
主な利用交通手段：自動車（送迎含む）39.7％

鉄道21.1%
バス（路線・循環）3.3%

第１-１地区（白井第一小学校区西側）
市内・市外の割合：市内41.1%、市外58.9%
市外の主な移動先：印西市28.9%、東京都26.2%
主な利用交通手段：自動車（送迎含む）51.0％

鉄道18.3%
バス（路線・循環）6.0%
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(２) 移動への満足度 

通勤・通学、買い物、通院時の満足度、総合的な生活の満足度については、全体的に不満足の

割合が高い傾向にあり、特に、第 2-1地区、第 2-2地区での「不満足」の割合が高くなってい
る。 

 
 

※「満足」はアンケートでの「満足」と「やや満足」の合計、「不満足」は「やや不満足」と「不満足」の合計 
出典：「日常の外出や移動、公共交通の意識に関するアンケート調査」（平成 29 年度）より作成 

 
図 14 各地区の移動への満足度 

第２-２地区（白井第二小学校区東側）
移動・生活の満足度
通勤・通学 満足：14.9％ 不満足：59.6％
買い物 満足： 9.0％ 不満足：66.1％
通院 満足：12.1％ 不満足：67.2%
総合 満足：10.9% 不満足：58.2％

第１-２地区（白井第一小学校区東側）
移動・生活の満足度
通勤・通学 満足：24.3％ 不満足：60.0％
買い物 満足：31.0％ 不満足：48.2％
通院 満足：27.5％ 不満足：44.8%
総合 満足：27.5% 不満足：47.3％

第４地区

第６地区

第２地区

第３地区

第５地区

第１地区

第2-1地区

第2-2地区

第1-1地区

第1-2地区

第２-１地区（白井第二小学校区西側）
移動・生活の満足度
通勤・通学 満足：12.5％ 不満足：66.7％
買い物 満足：12.0％ 不満足：68.9％
通院 満足：15.3％ 不満足：66.1%
総合 満足：15.4% 不満足：63.1％

第３地区（白井第三小学校区）
移動・生活の満足度
通勤・通学 満足：29.2％ 不満足：45.6％
買い物 満足：26.2％ 不満足：47.6％
通院 満足：25.5％ 不満足：46.4%
総合 満足：26.6% 不満足：45.0％

第４地区
（大山口、清水口、七次台小学校区）

移動・生活の満足度
通勤・通学 満足：30.1％ 不満足：47.0％
買い物 満足：22.9％ 不満足：53.6％
通院 満足：15.3％ 不満足：59.6%
総合 満足：26.5% 不満足：51.0％

第５地区（南山、池の上小学校区）
移動・生活の満足度
通勤・通学 満足：40.6％ 不満足：33.4％
買い物 満足：30.0％ 不満足：39.7％
通院 満足：27.9％ 不満足：38.3%
総合 満足：37.6% 不満足：35.3％

第６地区（桜台小学校区）
移動・生活の満足度
通勤・通学 満足：40.7％ 不満足：34.4％
買い物 満足：36.3％ 不満足：35.7％
通院 満足：25.6％ 不満足：45.2%
総合 満足：46.2% 不満足：32.0％

第１-１地区（白井第一小学校区西側）
移動・生活の満足度
通勤・通学 満足：33.0％ 不満足：30.6％
買い物 満足：35.3％ 不満足：31.3％
通院 満足：42.6％ 不満足：24.8%
総合 満足：38.0% 不満足：30.0％
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(３) 現在の外出状況と将来の外出への不安 

① 現在の外出状況 
現在の外出状況については、全体で約 6 割～9 割が「ひとりでできる」という回答であるが、高

齢化率の高い第 2-2地区での「ひとりでできる」の割合が低い。 

 
※「ひとりでできる」はアンケートでの「ひとりで十分できる」「ひとりで何とかできる」の合計 
出典：「日常の外出や移動、公共交通の意識に関するアンケート調査」（平成 29 年度）より作成 

 

図 15 現在の外出状況 

  

第４地区

第６地区

第２地区

第３地区

第５地区

第１地区

第2-1地区

第2-2地区

第1-1地区

第1-2地区

第２-１地区（白井第二小学校区西側）
現在の外出状況
ひとりでできる ：76.8％
誰かの助けが必要 ： 9.3％
ひとりでできない ： 1.9％

第４地区
（大山口、清水口、七次台小学校区）

現在の外出状況
ひとりでできる ：82.1％
誰かの助けが必要 ：10.4％
ひとりでできない ： 2.2％

第３地区（白井第三小学校区）
現在の外出状況
ひとりでできる ：82.9％
誰かの助けが必要 ： 8.8％
ひとりでできない ： 1.4％

第２-２地区（白井第二小学校区東側）
現在の外出状況
ひとりでできる ：59.8％
誰かの助けが必要 ：18.5％
ひとりでできない ： 6.5％

第１-２地区（白井第一小学校区東側）
現在の外出状況
ひとりでできる ：80.8％
誰かの助けが必要 ：13.2％
ひとりでできない ： 0.7％

第５地区（南山、池の上小学校区）
現在の外出状況
ひとりでできる ：86.6％
誰かの助けが必要 ： 6.0％
ひとりでできない ： 1.8％

第６地区（桜台小学校区）
現在の外出状況
ひとりでできる ：85.7％
誰かの助けが必要 ： 4.3％
ひとりでできない ： 1.3％

第１-１地区（白井第一小学校区西側）
現在の外出状況
ひとりでできる ：82.7％
誰かの助けが必要 ： 7.6％
ひとりでできない ： 3.4％
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② 将来の外出に関する不安 
10 年後の将来の不安では、「不安がある」、「少し不安がある」との回答を合わせた不安を感じて
いる人と「不安がない」と回答した人の割合を比べると、第 1-1 地区を除き、不安を感じている人
の割合が高く、「不安がない」との回答を上回っている。 

 
出典：「日常の外出や移動、公共交通の意識に関するアンケート調査」（平成 29 年度）より作成 

図 16 将来（10年後）の不安 
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n=1977
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(４) バス交通の存在と今後の公共交通のあり方 

① バス交通の存在 
バス交通の存在については、すべての地区で「現在は必要としていないが、将来クルマを手放し

た際には必要となる」との回答が最も多い。 

 
出典：「日常の外出や移動、公共交通の意識に関するアンケート調査」（平成 29 年度）より作成 

図 17 バス交通の存在 

  

第２-１地区（白井第二小学校区西側）
バス交通の存在
欠かせない移動手段 ： 6.5％
目的によって必要 ：25.9％
クルマを手放したら必要 ：49.1％
今後も必要ない ： 9.3％

第４地区
（大山口、清水口、七次台小学校区）

バス交通の存在
欠かせない移動手段 ：10.4％
目的によって必要 ：25.2％
クルマを手放したら必要 ：44.2％
今後も必要ない ： 8.0％

第３地区（白井第三小学校区）
バス交通の存在
欠かせない移動手段 ： 9.7％
目的によって必要 ：24.1％
クルマを手放したら必要 ：41.7％
今後も必要ない ：11.1％

第２-２地区（白井第二小学校区東側）
バス交通の存在
欠かせない移動手段 ： 6.5％
目的によって必要 ： 4.3％
クルマを手放したら必要 ：45.7％
今後も必要ない ：14.1％

第１-２地区（白井第一小学校区東側）
バス交通の存在
欠かせない移動手段 ： 9.6％
目的によって必要 ：23.5％
クルマを手放したら必要 ：49.3％
今後も必要ない ： 9.6％

第４地区

第６地区

第２地区

第３地区

第５地区

第１地区

第2-1地区

第2-2地区

第1-1地区

第1-2地区

第５地区（南山、池の上小学校区）
バス交通の存在
欠かせない移動手段 ： 5.5％
目的によって必要 ：20.9％
クルマを手放したら必要 ：46.2％
今後も必要ない ：16.6％

第６地区（桜台小学校区）
バス交通の存在
欠かせない移動手段 ： 2.6％
目的によって必要 ：19.9％
クルマを手放したら必要 ：56.3％
今後も必要ない ：12.1％

第１-１地区（白井第一小学校区西側）
バス交通の存在
欠かせない移動手段 ： 4.8％
目的によって必要 ：13.1％
クルマを手放したら必要 ：46.9％
今後も必要ない ：19.3％
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② 今後の公共交通のあり方 
市全体でみると「民間の路線バスとの役割を明確にし、循環バスは必要最低限のサービスを維持

し負担を減らすべき」が最も多くなっている。 
 
 
 
 

 

 
出典：「日常の外出や移動、公共交通の意識に関するアンケート調査」（平成 29 年度）より作成 

図 18 今後の公共交通のあり方 

  

①

14.5

15.4

12.0

6.5

15.7

20.5

16.0

15.2

16.3

②

8.3

13.2

11.1

8.7

12.0

12.1

13.6

12.6

12.1

③

4.1

7.4

6.5

13.0

8.8

8.0

7.4

9.5

7.9

④

10.3

8.1

8.3

3.3

8.3

6.7

8.8

5.2

7.5

⑤

25.5

22.1

25.0

15.2

19.9

22.2

21.4

29.4

22.7

⑥

17.2

16.2

16.7

23.9

18.1

13.2

15.0

13.4

15.4

⑦

4.8

5.1

5.6

6.5

5.6

5.8

4.9

6.1

5.5

⑧

15.2

12.5

14.8

22.8

11.6

11.4

12.9

8.7

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡 例

第1-1地区

（白井第一小学校区

西側）

第1-2地区

（白井第一小学校区

東側）

第2-1地区

（白井第二小学校区

西側）

第2-2地区

（白井第二小学校区

東側）

第3地区

（白井第三小学校区）

第4地区

（大山口、清水口、

七次台小学校区）

第5地区

（南山、

池の上小学校区）

第6地区

（桜台小学校区）

合 計

n=145

n=136

n=108

n=92

n=216

n=536

n=513

n=231

n=1977

①運賃（利用者負担）はそのままに、市の財政負担を増やして、サービスの向上を図るべき 

②市の財政負担はそのままに、運賃（利用者負担）を引き上げ、サービスの向上を図るべき  

③運賃（利用者負担）も市の財政負担も引き上げ、サービスの向上を図るべき  

④運賃（利用者負担）も市の財政負担もこれ以上増やさず、サービスの維持や縮小を図るべき  

⑤民間の路線バスとの役割を明確にし、循環バスは必要最低限のサービスを維持し負担を減らすべき 

⑥わからない  ⑦その他  ⑧無回答 
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③ コミュニティバスの利用促進に必要なこと 
市全体でみると「市役所を中心としたルートから市内駅を中心としたルートに改める」、「バスの

台数や運行本数を増やす」、「各地域に乗換拠点を作り、各地域からいろいろな方向へ行けるように

する」が多い。 
 
 
 
 
 

 
出典：「日常の外出や移動、公共交通の意識に関するアンケート調査」（平成 29 年度）より作成 

図 19 コミュニティバスの利用促進に必要なこと（地区別） ※複数回答 3つまで 

 
  

①

14.6 

19.1 

11.3 

8.2 

17.8 

20.7 

15.4 

13.7 

16.7 

②

8.2 

5.7 

8.2 

7.0 

6.9 

7.1 

10.6 

5.5 

7.8 

③

12.9 

17.0 

11.3 

12.7 

18.5 

20.4 

21.9 

19.2 

18.9 

④

12.1 

11.7 

11.3 

7.0 

10.7 

12.0 

12.7 

15.9 

12.2 

⑤

2.5 

3.5 

2.6 

1.3 

3.1 

2.1 

1.8 

1.3 

2.2 

⑥

15.4 

15.2 

18.5 

19.0 

14.5 

12.6 

13.6 

15.7 

14.3 

⑦

7.1 

7.8 

6.7 

6.3 

6.6 

6.3 

7.4 

6.4 

6.8 

⑧

15.4 

12.7 

18.5 

19.6 

11.1 

8.1 

7.1 

11.1 

10.4 

⑨

3.2 

2.8 

4.1 

3.2 

4.3 

4.7 

3.5 

5.5 

4.1 

⑩

8.6 

4.6 

7.7 

15.8 

6.6 

6.0 

6.0 

5.5 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡 例

第1-1地区

（白井第一小学校区

西側）

第1-2地区

（白井第一小学校区

東側）

第2-1地区

（白井第二小学校区

西側）

第2-2地区

（白井第二小学校区

東側）

第3地区

（白井第三小学校区）

第4地区

（大山口、清水口、

七次台小学校区）

第5地区

（南山、

池の上小学校区）

第6地区

（桜台小学校区）

合 計

n=145

n=136

n=108

n=92

n=216

n=536

n=513

n=231

n=1977

①バスの台数や運行本数を増やす  ②ルートを短縮し、所要時間を短くする  

③市役所を中心としたルートから市内駅を中心としたルートに改める  

④民間の路線バスとの乗換拠点の設置や乗継割引の導入など、官民の役割分担と連携を進める 

⑤バスの運行ダイヤは余裕を持たせる等、バスが遅れないような工夫を行う  

⑥各地域に乗換拠点を作り、各地域からいろいろな方向へ行けるようにする  ⑦高齢者や障がい者の割引率を向上させる  

⑧小型の車両を導入し、狭い道路でも運行できるようにする  ⑨その他  ⑩無回答 
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市民アンケート調査結果概要 

 頻度別外出状況（目的・外出先・手段） 

① 外出目的 
頻度別の外出目的をみると、1番目に頻度の多い外出目的で回答割合が高いものは「通勤・通

学」（46.3%）であり、次に高いものは「買物」（33.9%）となっており、2番目の外出目的で最
も高いものは「買物」（37.4%）で、次に「趣味・娯楽」（20.8%）となっている。3番目の外出
目的では「無回答」の割合が高くなっているが、「無回答」を除くと、最も高いものは「趣味・

娯楽」（20.4%）、次に「通院」（16.9%）となっている。 

 
図 20 頻度別外出目的 

 

② 外出先 
頻度別に外出先について市内外の割合をみると、1番目、2番目、3番目の全ての外出におい

て市外のほうが多く一定の割合を占めている。頻度別の順位が下がるにつれ、市外に比べ市内の

移動が減少傾向にあるが、3番目については「無回答」の割合が特に高くなっている。 

 

図 21 頻度別外出先 

通勤・通学

46.3

3.9

1.5

買物

33.9

37.4

12.8

通院

5.8%

12.4%

16.9%

趣味・娯楽

8.5

20.8

20.4

その他

4.9

7.0

7.3

無回答

0.6

18.4

41.0

凡例

1番目

2番目

3番目

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=1977

n=1977

n=1977

市内

41.4

32.1

18.5

市外

52.6

45.3

37.1

無回答

6.0

22.7

44.5

凡例

1番目

2番目

3番目

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=1977

n=1977

n=1977
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③ 交通手段 
頻度別に交通手段の傾向をみると、いずれにおいても自動車が多く、「自動車（自分で運転）」、

「自動車（家族の送迎）」、「自動車（家族以外の送迎）」を併せると、全ての頻度において 35％以
上となっており、2番目の外出では 46.4％と最も高くなっている。なお、1番目の外出では、2番
目以降の外出に比べると、鉄道（21.5%）の割合が特に高くなっている。 

 
図 22 頻度別交通手段 ※複数回答 

 鉄道・バスの利用状況とその理由 

① 鉄道の利用状況 
   鉄道の利用状況をみると、「時々利用する」（34.0%）が最も多く、次に「よく利用する」（29.0%）
となり、鉄道の利用割合が高い傾向にある。 

 
図 23 鉄道の利用状況 

①

21.5

12.1

12.4

②

5.1

3.7

3.0

③

4.9

4.6

3.3

④

28.6

36.6

27.4

⑤

9.1

8.0

6.2

⑥

2.0

1.8

1.5

⑦

1.2

0.9

1.0

⑧

11.6

8.2

5.1

⑨

14.3

9.2

6.6

⑩

1.1

0.9

0.6

⑪

0.5

14.1

33.0

凡例

1番目

2番目

3番目

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=1977

①鉄道 ②路線バス③循環バス（ナッシー号）④自動車（自分で運転）⑤自動車（家族の送迎）⑥自動車（家族以外の送迎）

⑦原付・バイク⑧自転車⑨徒歩⑩その他⑪無回答

n=1977

n=1977

よく利用する
29.0%

時々利用する
34.0%

ほとんど利用しない
25.5%

まったく利用しない
8.0%

無回答
3.4%

n=1977
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② 鉄道を利用する／利用しない理由 
鉄道を利用する理由は、「時間が正確で速い」（34.9%）が最も多く、利用しない理由は「自家用
車（原付・二輪を含む）での移動のほうが便利」（31.0%）が最も多い。 

 
図 24 鉄道を利用する理由       図 25 鉄道を利用しない理由 
※複数回答 3つまで            ※複数回答 3つまで 

 

 

③ バスの利用状況 
   バスの利用状況を見ると、「まったく利用しない」（47.1%）が最も多く、次に「ほとんど利用し

ない」（26.7%）となり、バス利用者は少ない傾向にある。 

 

図 26 バスの利用状況 

25.7%

34.9%

5.6%

12.5%

6.3%

1.6%

2.5%

9.5%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40%

自宅や目的地が駅に近い

時間が正確で早い

運行本数が多い

他に交通手段がない（車、
免許等がない）

車よりも経済的

環境にやさしい

健康に良い（徒歩を利用す
るため）

その他

無回答

n=1246

31.0%

4.4%

11.4%

19.8%

22.5%

3.6%

2.7%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40%

自家用車（原付・二輪を含
む）での移動のほうが便利

鉄道の本数が少ないから

自宅から駅までの距離が遠
いから

鉄道の運賃が高いから

利用する用事がないから

自宅から駅までバスなどが
運行していないから

その他

無回答

n=663

よく利用する
4.5%

時々利用する
18.0%

ほとんど利用しない
26.7%

まったく利用しない
47.1%

無回答
3.7%

n=1977
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④ バスを利用する理由・利用しない理由 
バスを利用する理由は、「自宅や目的地がバス停に近い」（38.0%）が最も多く、利用しない理由

は「自家用車（原付・二輪を含む）での移動のほうが便利」（36.1%）が最も多い。 

 

図 27 バスを利用する理由       図 28 バスを利用しない理由 
※複数回答 3つまで           ※複数回答 3つまで 

 

 公共交通の満足度 

① 公共交通全体の満足度 
公共交通全体の満足度を見ると、どの項目も「やや不満足」や「不満足」の回答が多く、全体的

に不満を感じている人が多い傾向である。 
 

 
図 29 公共交通全体の満足度     

38.0%

7.2%

1.1%

18.4%

11.1%

2.2%

2.2%

16.0%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40%

自宅や目的地がバス停
に近い

時間が正確で早い

運行本数が多い

他に交通手段がない
（車、免許等がない）

車よりも経済的

環境にやさしい

健康に良い

その他

無回答

n=444

36.1%

2.7%

3.4%

9.6%

20.7%

1.0%

3.6%

4.5%

1.4%

3.6%

5.7%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40%

自家用車（原付・二輪を含
む）での移動のほうが便利

バスが通っていない

バス停が遠い

目的地が異なる

運行本数が少ない

始発の時間が遅い

最終バスの時間が早い

時間が不正確

料金が高い

他の交通機関への乗り継ぎ
が悪い

その他

無回答

n=1459

満足

9.2%

7.7%

6.1%

6.3%

やや満足

23.4%

19.4%

17.4%

25.3%

どちらでもない

24.8%

26.6%

28.5%

25.4%

やや不満足

18.3%

20.6%

21.3%

21.4%

不満足

24.2%

25.7%

26.7%

21.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=1151

n=1429

n=1469

n=1411
買い物への 
移動のしやすさ 

通勤・通学の 
しやすさ 

通院への 
移動のしやすさ 

総合的な 
生活のしやすさ 
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② 鉄道への満足度 
「無回答」（22.3％）を除き、満足な項目では、「目的地までの行きやすさ」（24.9%）が最も多く、

次に「目的地までの所要時間」（15.3%）が多い。不満な項目では、「鉄道の運賃」（39.8%）が最も
多く、次に「鉄道の運行本数」（22.2%）が多い。 

    
図 30 鉄道への満足度（満足な項目）  図 31 鉄道への満足度（不満な項目） 
※複数回答 3つまで           ※複数回答 3つまで 

 

③ バスへの満足度 
  「無回答」（43.7％）を除き、満足な項目では、「自宅とバス停の距離」（23.2%）が最も多く、次
に「バスの運賃」（14.4%）が多い。不満な項目では、「バスの運行本数」（27.2%）が最も多く、
「バスの運行経路や行先」（12.4%）が多い。 

    
 図 32 バスへの満足度（満足な項目）   図 33 バスへの満足度（不満な項目） 
※複数回答 3つまで              ※複数回答 3つまで

24.9%

15.3%

4.3%

1.4%

0.9%

0.2%

3.5%

6.8%

14.1%

3.7%

0.8%

1.8%

22.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

目的地までの行きやすさ

目的地までの所要時間

鉄道の運行本数

鉄道の始発時刻

鉄道の終発時刻

鉄道の運賃

鉄道駅の環境（ベンチ、
屋根等）

鉄道の運行経路や行先

鉄道の運行時間の正確さ

鉄道駅の施設（バリアフ
リー対応等）

鉄道とバスの乗り継ぎ

鉄道の運行情報のわかり
やすさ

無回答

n=1977

1.6%

3.5%

22.2%

2.2%

5.7%

39.8%

1.7%

2.5%

0.6%

1.6%

7.3%

1.4%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

目的地までの行きやすさ

目的地までの所要時間

鉄道の運行本数

鉄道の始発時刻

鉄道の終発時刻

鉄道の運賃

鉄道駅の環境（ベンチ、
屋根等）

鉄道の運行経路や行先

鉄道の運行時間の正確さ

鉄道駅の施設（バリアフ
リー対応等）

鉄道とバスの乗り継ぎ

鉄道の運行情報のわかり
やすさ

無回答

n=1977

23.2%

5.8%

0.8%

0.6%

0.2%

14.4%

0.4%

1.9%

2.5%

3.8%

1.6%

0.9%

43.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅とバス停の距離

目的地とバス停の距離

バスの運行本数

バスの始発時刻

バスの終発時刻

バスの運賃

バス停の環境（ベンチ、
屋根等）

バスの運行経路や行先

バスの運行時間の正確さ
（定時性）

バスへの乗降しやすさ
（段差）

バスと鉄道の乗り継ぎ

バスの運行情報のわかり
やすさ

無回答

n=1977

4.6%

2.2%

27.2%

2.3%

4.9%

3.0%

4.9%

12.4%

4.3%

0.3%

6.4%

6.9%

20.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅とバス停の距離

目的地とバス停の距離

バスの運行本数

バスの始発時刻

バスの終発時刻

バスの運賃

バス停の環境（ベンチ、
屋根等）

バスの運行経路や行先

バスの運行時間の正確さ
（定時性）

バスへの乗降しやすさ
（段差）

バスと鉄道の乗り継ぎ

バスの運行情報のわかり
やすさ

無回答

n=1977回答総数=3524
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自由意見 

自由意見については、鉄道の運賃に関することや、コミュニティバスのルート・方面に関する

こと、運行本数に関する意見が多い。 

 

 
 

件数 主な意見

運賃に関すること 126
・運賃の値下げ（通勤手当が出ない主婦や高齢者など）
・鉄道運賃が高いため、バスも利用できず、自動車に頼りがち　など

運行形態に関すること 13 ・アクセス特急の停車など

運行本数に関すること 18 ・運行本数の増加

ルート、方面に関すること 157
・駅を中心としたルート設定
・病院やスーパーへのルートの確保
・路線のわかりにくさ（駅を何度も経由するなど）の改善

運行本数に関すること 146 ・運行本数の増加

運賃に関すること 36 ・運賃の値下げ（高齢者や子供は安くし、その他の方は多少あげても良いという意見もあり）

運行時間帯に関すること 43
・運行時間帯の拡大（帰宅時間帯など）
・病院の診療時間での運行
・遅れ時間の解消　など

待合環境に関すること 8 ・停留所でのベンチの設置

バス停の配置に関すること 31 ・自宅近くでの停留所の設置　など

車両の大きさに関すること 32 ・ワンボックス車両の導入

バス同士の乗り継ぎに関すること 3 ・循環バス同士の乗継利便性の向上　など

バスと鉄道の乗り継ぎに関すること 11 ・鉄道の時刻表に合ったバスの運行　など

代替手段の導入に関すること 16 ・デマンド交通の導入　など

情報提供に関すること 31 ・バス停での路線図の表示、時刻表のわかりやすさ改善、遅れ時間の表示など

ルート、方面に関すること 16 ・市外への路線の充実（新鎌ケ谷方面、アリオへの路線など）

運行本数に関すること 34 ・路線バスの運行本数の増加　など

運賃に関すること 13 ・路線バスの運賃の低減（鉄道と合わせた運賃の低減も含む）

運行時間帯に関すること 14 ・移動が発生する時間帯での運行　など

車両の大きさに関すること 3 ・小型車両の導入（通勤時間帯以外など）

情報提供に関すること 14 ・バス停での路線図や時刻表のわかりやすさの改善　など

23 ・免許返納者への公共交通利用の優遇　など

788

免許返納制度について

合計

意見項目

鉄道
について

コミュニティ
バスについて

路線バス
について
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タウンミーティングでの主な意見 
 

会場 
（参加者数） 

主な意見（概要） 
課題 原因 対応策 

公民センター 
（12人） 

・バスの運行回数が
少なく、利用に不
便。 

・路線バスが工業団
地までしか走って
いない。 

・自家用車を利用している
ため、公共交通を使わな
い。 

・バス会社も民間企業なた
め、利益確保が必要。 

・便利になって利用が増えてとい
う循環を作る。 
・バスのメリットを伝えていく。 
・小さいバスで多く走らせる。 
・公共バスのみに頼るのではな
く、工業団地内の企業バスが協
力する。 

白井コミュニ
ティセンター 
（1人） 

※参加者 1人のため 
ヒアリングを実施。 
 参加者のお住いの 
地区（平塚地区） 
についての内容。 

・現在は、家族の送
迎などで不便では
ないが、将来に向
けて何かしらの移
動手段が必要。 

・子ども世代が通勤に便利
な地域に引っ越してしま
い、送迎ができず、交通
弱者が増えてしまうので
はないか。 

 

・白井工業団地への市民の就職が
増えるようなＰＲ。 
・バスも重要だが、毎日使わない
ため、タクシーが安価になれば
よい。 

桜台センター 
（5人） 

・南北の移動が車以
外だと不便。 

・人口が増えない。 
・鉄道運賃が高い。 

・道路のアクセスが悪い。 
・バス路線が分かりづら 
い。 

・バス路線の分かりやすい早見表
を作る。 
・子育て支援を充実して子どもを
増やす。 
・鉄道の運賃を安くして人口を増
やす。 

白井駅前 
センター 
（10人） 

・バスの利用が不
便。 

・鉄道運賃が高い。 
 

・バスのルート、乗り継ぎ
が分かりにくく、路線が
長い。 

・コミュニティバスがルー
ト改正により不便になっ
た。 

・バス利用の利点をＰＲする。 
・バスは、他の交通と乗り継げる 
ようなルート、時刻を設定する。

・鉄道運賃を下げる方向を考える。
アクセス特急を白井駅に停車さ 
せる。 

西白井複合 
センター 
（35人） 

・コミュニティバス
が不便。 

・バスは高齢者や障
がい者にとって乗
り降りの負担が多
い。 

・鉄道の運行本数が
少ない、運賃が高
い。 

・コミュニティバスと路線
バスのエリア、時間など
が効率化されていない。
七次台～新鎌ケ谷ルート
が無くなった。 

・近くに商業施設が無い。 
・西白井駅にアクセス特急 
が停まらない。 

・コミュニティバスについて、起 
点を駅にする、増便する、ルー 
トを見直す、運賃を上げる（無 
料にする）、自由乗降区間を設け
る、路線バスとの連携を深める。

・バスの待ち合い環境を整備する。
・鉄道の運賃を下げるよう要望す
る。 
・地域コミュニティを活用する。 

冨士センター 
（15人） 

・バスの運行本数が
少ない。 

・新鎌ケ谷への足が
不便。 

・道路の渋滞。 
・鉄道運賃が高い。 

・コミュニティバスのルー
トが悪く、路線が長いた
め非効率。 

・公共交通の周知不足。 

・コミュニティバスの車両を小型
化し、小回りで運行する。 
・住民の協力や近所での助け合い。
・バスを新鎌ケ谷駅まで運行する。
・道路の渋滞を解消する。 
・公共交通の利用を促進する。 
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ヒアリング等による交通事業者・関連団体の主な意見 

(１) ヒアリングによる交通事業・関連団体の主な意見（概要） 

交通事業者 
 

課題の視点 
鉄道事業者 
※北総鉄道㈱ 

路線バス運行事業者 
※ちばレインボーバス㈱、 

船橋新京成バス㈱、鎌ケ谷観光バス㈲ 

タクシー運行事業者 
※㈲白井タクシー、 
エミタスタクシー白井㈱ 

① 市内交通事業の状況 
 

・路線全体では利用者 
は横ばい又は上向き 
だが、市内駅では減 
少傾向がみられる。 

・利用者は減少傾向（路 
線単体では赤字路線も 
ある）。 

・将来に巨額な設備投資 
を控え、サービスに投 
資しづらい面もある。 

・日中の利用が多く、駅 
や病院、工業団地への 
アクセスが中心。 

・夜の利用は少なく、白 
井駅からの帰宅に利
用。 

② 市全体の公共交通に
ついて、課題や改善
すべき内容 

 

・経営状況を鑑み、運 
賃は当分の間、現在 
の水準を維持せざる 
を得ない。 

・バスから鉄道への乗 
り換えの流れがな 
い。 

・コミュニティバスとの 
競合が起こりやすい。 

・コミュニティバスの速 
達性が課題。 

・渋滞による速達性の喪 
失。 

・自家用車利用が多いた 
め、公共交通利用が少 
ない。 

・タクシー利用とバスの 
充実の相反性。 

③ まちづくりと連携し
て市内全体の公共交
通網を構築する取組
みを進めるにあたっ
て、交通事業者の立
場での意見 

・沿線自治体とで構成 
する協議会において 
活性化策を模索。 

・駅前整備について、 
事業者の範疇にない 
ため一体的な整備が 
難しい。 

・路線バス同士、また、 
コミュニティバスとの 
役割分担が必要。 

・集客施設が増えれば、 
路線を増やすことがで 
きる。 

・駅周辺での送迎車両の 
乗降制限などの検討。 

・集客施設が少ないため 
活性化しにくい。 

④ 公共交通の確保や維
持での、地域住民と
の協働や意識啓発に
よる維持や利用促進
の取り組みへの考え 

・必要であり、利用促 
進として、イベント 
の実施や割引乗車券 
を発行している。 

・現状を維持、継続する 
ためにも啓発努力が必 
要。 

・リピーターを増やす取 
り組みが必要。 

・店舗との提携による利 
用促進の取り組みの必 
要性。 

⑤ 事業工夫や企業戦略
新規サービス 

 

・施設の耐震化。 
・特急と普通列車との 
接続改善。 

・宅配 BOX の設置。 

・設備の新規導入、更新。 
・各種割引制度。 
 

・利用者のニーズに応じ 
たサービスの実施。 

・介護タクシーの検討。 
・初乗り運賃値下げの検 
討。 

⑥ 今後の白井市の公共
交通のあり方 

 
 

・市内唯一の鉄道とし 
て安定した輸送を提 
供する。 

・各公共交通手段のシ 
ームレス化。 

・基幹的な交通を路線バ 
スが担い、コミュニテ 
ィバスが補完する。 

・路線バス同士、コミュ 
ニティバスの接続の検 
討、協議。 

・市内バス運賃の統一化 
の検討など適正な受益 
者負担の検討。 

・福祉タクシー券の拡
充。 
・コミュニティバスは、 
駅などを中心としたル 
ートを設定し、サイズ 
を小型化し、本数を増 
やす。 
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関係団体 
 

課題の視点 
病院 

※千葉白井病院、北総白井病院、 
白井聖仁会病院 

関係者 

課題の視点 
白井工業団地協議会 

① 通院者や来訪者の
交通手段の傾向 

・自家用車が多く、次に送 
迎バス、次いで路線バス 
やコミュニティバスが多 
い。 

・車椅子利用者は家族送迎 
が多い。 

①工業団地の企業
数、従業員数、勤
務時間の傾向 

・企業数は 3百弱、従業 
 員数は 6千人強、多忙時 
には 1 万人程度まで増
加する。 

・勤務は、8時から 19 時 
が約 7割を占める。 

② 送迎バスの運行経
路や頻度、時間帯な
ど 

・主に印西方面、鎌ケ谷方 
面、白井駅方面で運行。 

・頻度は 1日 2便～15 便程 
度であり、病院により異 
なり、予約制の病院もあ 
る。 

・時間帯は診療時間に配慮。 

②工業団地での送
迎バスの運行経
路や頻度、時間帯
など 

 

・数社が個別に行ってお 
り、経路は西白井駅、新 
鎌ケ谷駅、高柳駅、柏駅。 

・時間帯は 7時半から 8 
時、17 時半から 20 時が 
多い。１時間に 1 便程
度。 

③ 通院における交通
手段に関する問題
点 

・送迎車両は車椅子やベビ 
ーカーの人は利用しにく 
い。 

・送迎車両による一時停車 
により、渋滞等の原因と 
なることを懸念。 

③工業団地の従業
員や来訪者の交
通手段の傾向 

・従業員：自家用車が 8～
9割、バス、自転車が共
に 1割程度。 
・来訪者：自家用車が 6 
割、バス・タクシーが 
1 割、送迎が 2割程度。 

④ 白井市内の公共交
通に関する問題点 

・コミュニティバスのルー 
トの分かりづらさ。 

・バス路線があっても、昼 
間の本数が少なく、また、 
定時性も確保されにく
い。 

④ 工業団地のマイ
カー通勤に関す
る問題点 

・朝夕の自動車の集中に 
より、国道 16 号に出入 
りする道路の渋滞が激 
しい。 

・パートなどの増加によ 
り駐車場が不足。 

⑤ 公共交通が便利に
なった場合、通院
者、来訪者の方の公
共交通利用推進の
可能性 

・送迎車両でカバーできな 
い時間帯をカバーでき
る。 

・通院者の増加は見込めな 
いが、利便性の向上が期 
待できる。 

⑤ 白井市内の公共
交通に関する問
題点 

 

・通勤に利用できるバス 
が限られており、運行 
本数が少ない。 

・第二工業団地は、路線 
バスが途中までしかな 
いため、会社まで多く 
の時間を要するところ 
もあり、バスの利用が 
しにくい。 

⑥今後の白井市の公共
交通のあり方 

 

・鉄道とバスが便利に乗り 
継げる環境があるとよ
い。 

・病院の送迎車両の継続。 

  

 

  



 

‐49‐ 

関係団体 
 

課題の視点 
白井市商工会 

事業者 

課題の視点 
白井市社会福祉協議会 

① 白井市の公共交
通について、課題
や改善すべき内
容 

・駅からのバス路線がない
わけではないが、分かり
にくく本数も少ない。 

 

① 協議会で実施し
ている市民の移
動支援など 

・車椅子で乗車できる車に
より医療機関等への送
迎を行う外出支援サー
ビス（市委託事業）。 
・要支援者を対象とした店
舗までの送迎及び荷物
の運搬を行う買い物支
援バス。 

② まちづくりと連
携して市内全体
の公共交通網を
構築するための
取り組みや意見 

 

・免許返納にあたって、代
替となる足の確保が必
要。 

・店舗によっては送迎を 
行っており、有料や一定
額以上のお買い上げで
配達を行っているとこ
ろもある。 

・市北部や西白井、七次台
などは車がないと買い
物が難しく、移動販売な
どの取り組みが考えら
れる。 

② 移動制約者、外
出困難者（高齢
者や障がい者、
子育て世代な
ど）の外出傾向
や課題 

・引きこもりに陥る可能性
が高くなるが、対象者の
把握が難しく、情報提供
や行事への参加の働き
かけに苦慮している。 

③ 今後の白井市の
公共交通のあり
方についての意
見等 

・買物弱者のためのサービ
スがある一方、気軽に外
出をして買い物ができ
る環境が必要であり、市
民の健康にもつながる。 

③ 白井市全体の公
共交通の課題や
改善すべき点 

・福祉センターへのアクセ
スについて交通の便が
悪く自家用車利用が多
いため、利用者の増加に
つながらない。 
・高齢者の更なる外出支援
の取り組みが必要。 

  ④ まちづくりと連
携して市内全体
の公共交通網を
構築する取組み
を進めるにあた
っての意見 

・第一小や第二小学校区は
面積が広く、公共交通が
整備されていない地域
が多くある。 
・小型バスを運行し、路線
バスを補完できるよう
期待したい。 

  ⑤ 今後の白井市の
公共交通のあり
方についての意
見等 

・小回りの利く市内交通網
の整備。 
・高齢者や障がい者に配慮
した運行体制。 
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関係課 

課題の視点 
白井市社会福祉課 
（障害福祉関係） 

白井市高齢者福祉課 
（高齢者福祉関係） 

① 市民の方が日常
的に訪れる福祉
施設 

・社会福祉法人や NPO法人など
の障害者支援施設のほか、障害
者支援センターなどの市の施
設。 
 

・グループホームや特別養護老人
ホームのほか、福祉センターや
老人憩いの家などの市の施設。 

② 福祉施設への通
所の際の交通手
段の傾向 

・民間施設については、施設の送
迎による通所が多い。 

・市の施設については、自家用車
の送迎が多く、バスが 3～4割
程度となっている。 

 

・駅前にある施設については、徒
歩、自転車、自家用車が多い。 
・福祉センターでは自家用車が多
い。 
・バスは、元気な高齢者が利用され
ている。 

③ 送迎を行ってい
る施設、運行形態
など 

・民間施設は送迎を実施してい
る。 

・運行形態は、基本的にドアツー
ドアであり、朝と夕方の送迎を
行っている。 

・介護施設は送迎を実施している。 
・運行形態は、基本的にドアツード
アであり、通所時間帯に合わせ、
朝夕の送迎を行っている。 

④ 施設への通所に
おける交通手段
の問題点 

・バスを利用する障がい者は、バ
ス停までやっと来られる人も
おり、更に高齢になるとバス停
で立っていられないという問
題がある。 
・コミュニティバスのルートが
分かりづらい。 

・福祉センターへのコミュニティ
バスの便数が少ない。 
・高齢者はバス停に立っているの
がつらいと感じている。 

⑤ 市内の公共交通
について、問題点
として感じるこ
と 

・障がい者の中には低所得の人 
も多いため、料金面での検討 
が必要。 

・視覚障がい者は特にバスを利 
用しづらい。 

・段差解消などのバリアフリー  
 化。 

・高齢者は、目的地までの乗り換え
が負担という傾向がある。 
・買い物支援のサービスでは介護
支援施設のマイクロバスを借用
しているが、マイクロバスを持
っていない団体が多い。 

⑥ 公共交通が便利
になった場合、通
所者の公共交通
利用促進の可能
性 

・保健福祉センターへ来訪する 
障がい者の外出状況は、多い 
人で週 2～3回であり、バス 
が利用しやすくなれば増加が 
見込めると考える。 

・自身で移動可能な高齢者であれ
ば、利用者の増は見込むことが
できる。 
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(２) 地区社会福祉協議会意見募集（公共交通に関する意見の募集） 

① 回答者の年齢構成個人属性 

回答者の年齢を見ると「65~74歳」が 
最も多く、次に「75歳」以上が多く、高 
齢者が多数を占めている。 

   

 

 

                         図 34 回答者の年齢 

② 日常生活での外出や移動で困っていることや将来の不安 

バスや鉄道のサービスや分かりにくさへの不満のほか、将来は車に乗れなくなった時への不安

の意見もある。 
【主な意見】 
・バス（路線バス、循環バス（ナッシー号））の便数が少ない。 
・バス（循環バス（ナッシー号））の分かりにくさ、ルートへの不満。 
・バス、鉄道の待ち時間が長い。 
・鉄道の運賃が高い。 
・将来、車に乗れなくなった時への不安。 

 

③ 外出や移動での困りごとや不安を解消するために今後必要なこと 

便数、ルート、運賃といったバスや鉄道のサービスへの意見のほかに、買い物支援といった具

体的な生活行動の支援を求める意見がある。 
【主な意見】 
・バス、鉄道の便数を増やす。 
・循環バス（ナッシー号）のルートを変更する。乗り継ぎを良くする。 
・鉄道の運賃を下げる。 
・買い物の支援。 

 

④ その他、市内の公共交通（鉄道、バス、タクシーなど）への意見や要望等 

バス便数やルート、鉄道運賃の要望のほか、タクシー利用に関する意見がある。 
【主な意見】 
・バスの便数を増やして欲しい。 
・鉄道の運賃を値下げして欲しい。 
・コミュニティバスを新鎌ケ谷まで走らせて欲しい。 
・タクシーの利用の補助をして欲しい。 
・タクシーを利用しやすくなる環境を整えて欲しい。 

  

15～17歳
1.5%

18～29歳
0.8%

30～39歳
0.0% 40～49歳

2.3%

50～64歳
6.9%

65～74歳
49.2%

75歳以上
39.2%

n=131
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地域公共交通活性化協議会（当初計画策定時） 

(１) 白井市地域公共交通活性化協議会 

 白井市附属機関条例（平成 24年 12月 28日条例第 24号）により設置され、次のとおり、担任する
事務、組織、委員の構成、定数及び任期を定めている。 
執行 
機関 附属機関 担任する事務 組織 委員の構成 定数 任期

 
市長 

 
白井市 
地域公共
交通活性
化協議会 

 
(1) 地域公共交通の活性
化及び再生に関する法
律（平成２６年法律第
４１号）第６条第１項
の規定に基づく地域公
共交通網形成計画（以
下「網形成計画」とい
う。）の策定及び変更に
関する事項について協
議すること。 

 
(2) 網形成計画の実施に
係る連絡調整を図るこ
と。 

 
(3) 網形成計画に定めら
れた事業を実施するこ
と。 

 
(4) 道路運送法（昭和２６
年法律第１８３号）に
基づき地域の実情に応
じた適切な乗合旅客運
送の態様、運賃等につ
いて協議すること。 

 
(5) 道路運送法施行規則
（昭和２６年運輸省令
第７５号）第４９条第
１項第１号に規定する
市運営有償運送の必要
性及び旅客から収受す
る対価について協議す
ること。 

 

 
会長 
 
副会長 
 
委員 

 
(1) 学識経験を有する者 
 
(2) 一般旅客自動車運送事
業者の代表者 

 
(3) 鉄道事業者の代表者 
 
(4) 一般社団法人千葉県バ
ス協会の代表者 

 
(5) 一般旅客自動車運送事
業者の事業用自動車の
運転者が組織する団体
の代表者 

 
(6) 公共的団体等の代表者 
 
(7) 関係行政機関の職員 
 
(8) 市民 
 
(9) 市の職員 

 
24人 
以内 

 
2年 
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(２) 白井市地域公共交通活性化協議会委員名簿 

氏名（役職） 所属・役職等 

板谷 和也（副会長） 流通経済大学 経済学部 教授 

野口 和雄 株式会社 地域計画建築研究所、有限会社 野口都市研究所 

飯塚 辰雄 ちばレインボーバス 株式会社 営業部長 

吉田 修一 船橋新京成バス 株式会社 営業部長 

徳永 昌子 鎌ケ谷観光バス 有限会社 専務取締役 

大橋 淳一 有限会社 白井タクシー 取締役 

柴﨑 俊哉 北総鉄道 株式会社 企画室 課長 

成田 斉 一般社団法人 千葉県バス協会 専務理事 

高中 英樹 新京成バス労働組合 執行委員 

髙山 弘美 社会福祉法人 白井市社会福祉協議会 理事 

黒添 誠 白井市自治連合会 副会長 

中島 三穂 白井市高齢者クラブ連合会 理事 

富澤 美樹子 白井第二小学校ＰＴＡ 代表 

中村 光秀 国土交通省 関東運輸局 千葉運輸支局 輸送担当 首席運輸企画専門官 

吉竹 一彦 千葉県印西警察署 交通課 係長 

山口 浩 千葉県県土整備部 印旛土木事務所 所長 

三浦 英昭 市民公募 

橋本 涼子 市民公募 

伊藤 道行（会長） 白井市 副市長 

緑川 英一郎 白井市 健康福祉部 参事（高齢者福祉課長事務取扱） 

斉藤 厚子 白井市 健康福祉部 社会福祉課 課長 

中村 幸生 白井市 環境建設部 都市計画課 課長 

鈴木 栄一郎 白井市 環境建設部 道路課 課長 

吉田 文江 白井市 教育部 参事（学校教育課長事務取扱） 

任期：平成 30年 3月 24日まで 
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計画策定の経過 
実施時期 内 容 

平成 29年 
3 月 22日 

●平成 28年度 第 1回 白井市地域公共交通活性化協議会 
・白井市地域公共交通網形成計画の策定について 

7月 3日 
●平成 29年度 第 1回 白井市地域公共交通活性化協議会 
 ・白井市地域公共交通網形成計画策定スケジュールについて 
 ・市民アンケート調査及び関係者ヒアリング調査について 

7月 26日～8月 25日 
●地区社会福祉協議会への意見募集 
 ・対象者︓地区社会福祉協議会推進員等 
 ・回収数︓131 票 

7 月 31日～8月 18日 
●日常の外出や移動、公共交通の意識に関するアンケート調査 
・対象者︓市内在住 15歳以上の市民 3500 世帯（世帯当たり 2票） 
・回収数︓1977 票（1272 世帯）・回収率︓28.2%（世帯回収率︓36.3％） 

8月 4日、9日、10日 
14 日、22日、24日 

30 日、31日 

●関係者ヒアリング調査 
・対象︓鉄道事業者、路線バス運行事業者（3社）、タクシー事業者（2社） 

白井工業団地協議会、白井市商工会、白井市社会福祉協議会 
病院（3院）、市福祉施設関連課（2課） 

8月 31日～9月 1日 
●日常の外出や移動、公共交通の意識に関するアンケート調査（バス利用者） 
・対象者︓コミュニティバス利用者 300 人 
・回収数︓83 票 ・回収率 27.7% 

9 月 29日 
●平成 29年度 第 2回 白井市地域公共交通活性化協議会 
・白井市公共交通の現状及び課題の検討について 

10月 14日、15日 
   28 日 

●タウンミーティング（６箇所） 
 ・白井市地域公共交通網形成計画の概要説明 
 ・ワークショップ テーマ︓「地域にとって望ましい公共交通ネットワーク」 
 ・参加者数︓78 人（6箇所合計） 

11月 20日 
●平成 29年度 第 3回 白井市地域公共交通活性化協議会 
・白井市地域公共交通網形成計画の基本方針等について 

平成 30年  
1 月 29日 

●平成 29年度 第４回 白井市地域公共交通活性化協議会 
・白井市地域公共交通網形成計画（案）について 

  2 月 8日～22日 
●パブリックコメント 
・意見提出者︓２人（連名） ・意見件数︓２件 
・意見の取り扱い︓修正 0件、既記載１件、参考１件、その他 0件 

      3 月 5日 
●平成 29年度 第５回 白井市地域公共交通活性化協議会 
・白井市地域公共交通網形成計画（案）に係るパブリックコメントの対応について 
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地域公共交通活性化協議会（計画改訂時） 

（１）白井市地域公共交通活性化協議会 

 白井市附属機関条例（平成 24年 12月 28日条例第 24号）により設置され、次のとおり、担任する
事務、組織、委員の構成、定数及び任期を定めている。 
執行 
機関 附属機関 担任する事務 組織 委員の構成 定数 任期

 
市長 

 
白井市 
地域公共
交通活性
化協議会 

(1) 地域公共交通の活
性化及び再生に関す
る法律（平成２６年法
律第４１号）第６条第
１項の規程に基づく
地域公共交通計画（以
下「交通計画」とい
う。）の策定及び変更
に関する事項につい
て協議すること。 
(2) 交通計画の実施に
係る連絡調整を図る
こと。 
(3) 交通計画に定めら
れた事業を実施する
こと。 
(4) 道路運送法（昭和
２６年法律第１８３
号）に基づき地域の実
情に応じた適切な乗
合旅客運送の態様、運
賃等について協議す
ること。 
(5) 道路運送法施行規
則（昭和２６年運輸省
令第７５号）第４９条
第１項第１号に規定
する交通空白地有償
運送の必要性及び旅
客から収受する対価
について協議するこ
と。 

 
会長 
 
副会長 
 
委員 

 
(1) 学識経験を有する者 
 
(2) 一般旅客自動車運送事
業者の代表者 

 
(3) 鉄道事業者の代表者 
 
(4) 一般社団法人千葉県バ
ス協会の代表者 

 
(5) 一般旅客自動車運送事
業者の事業用自動車の
運転者が組織する団体
の代表者 

 
(6) 公共的団体等の代表者 
 
(7) 関係行政機関の職員 
 
(8) 市民 
 
(9) 市の職員 

 
24人 
以内 

 
3年 
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（２）白井市地域公共交通活性化協議会委員名簿（令和５年３月末現在） 

氏名（役職） 所属・役職等 

板谷 和也（副会長） 流通経済大学 経済学部 教授 

野口 和雄 株式会社 地域計画建築研究所、有限会社 野口都市研究所 

檜山 雅紀 ちばレインボーバス 株式会社 営業部長 

中村 啓介 船橋新京成バス 株式会社 営業部長 

徳永 敬 鎌ケ谷観光バス 有限会社 専務取締役 

山﨑 勝巳 有限会社 白井タクシー 取締役 

島ノ江 啓一 北総鉄道 株式会社 企画室 課長補佐 

成田 斉 一般社団法人 千葉県バス協会 専務理事 

吉田 英樹 新京成バス労働組合 執行委員 

髙山 弘美 社会福祉法人 白井市社会福祉協議会 評議員 

杉山 昌之 白井市自治連合会 理事 

今井 庄一郎 白井市高齢者クラブ連合会 顧問 

市川 美希 白井第二小学校ＰＴＡ 会長 

平田 伸一 国土交通省 関東運輸局 千葉運輸支局 輸送担当 首席運輸企画専門官 

佐藤 雅彦 千葉県印西警察署 交通課規制係長 

宮下 直也 千葉県県土整備部 印旛土木事務所 所長 

宇田川 清美 市民公募 

船本 彩花 市民公募 

山下 英之（会長） 白井市 副市長 

池内 一成 白井市 企画財政部 企画政策課 課長 

鈴木 智子 白井市 福祉部 障害福祉課 課長 

竹内 崇 白井市 福祉部 高齢者福祉課 課長 

鈴木 教之 白井市 都市建設部 道路課 課長 

宗政 隆雄 白井市 教育部 参事（教育支援課長事務取扱） 

任期：令和 7年 10月 4日まで 
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計画改訂の経過 
実施時期 内 容 

令和４年 
1月２０日 

●令和３年度第１回白井市地域公共交通活性化協議会 
 ・白井市コミュニティバスの新ルート・ダイヤ改正後の利用状況等について 
 ・白井市地域公共交通網形成計画の事業進捗及び次期計画策定について 

10月 5日 

●白井市地域公共交通活性化協議会委嘱状交付式 
 ・会長・副会長の選任について 
●令和４年度第１回白井市地域公共交通活性化協議会 
 ・白井市地域公共交通網形成計画の計画期間の延長及び事業内容について 

令和５年 
１月３０日 

●令和４年度第２回白井市地域公共交通活性化協議会 
 ・白井市地域公共交通網形成計画の計画期間延長及び事業内容等の改訂について 
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